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一

元

亀

三

壬

申

十

二

月

廿

二

日

、
甲

州

武

田

信

玄

遠

州

味

方

原

へ

打

出

る

、

家

康

公

ハ

味

方

原

大

野

に

御

備

を

出

さ

る

、

織

田

信

長

よ

り

加

勢

、
平

手

監

物

・

水

野

下

野

守

・

林

佐

渡

守

・

佐

久

間

九

右

衛

門

・

大

垣

卜

全

・

毛

利

河

内

守

・

瀧

川

伊

予

守

・

稲

葉

伊

予

守

・

安

藤

伊

賀

守

、

九

頭

荒

木

本

坂

に

陳 （
陣
）

す

、
信

玄

味

方

の

大

軍

を

聞

、
合

戦

有

間

鋪

と

の

遠

慮

ハ

、
家

康

公

ハ

海

道

一

番

の

弓

取

と

ハ

い

へ

と

も

我

朝

に

若

年

の

武

士

ハ

家

康

一

人

に

留

め

た

る

に

、

其

上

信

長

の

加

勢

を

被

越

事

な

れ

ハ

、

縦

一

戦

に

利

を

得

た

り

と

い

ふ

と

も

大

河

大

坂

を

越

て

引

取

事

あ

や

う

か

る

へ

し

、
と

て

お

さ

か

へ

に

通

ら

ん

と

す

、
此

時

浜

松

勢

合

戦

を

は

し

め

ん

と

す

、
鳥

居

四

郎

左

衛

門

物

見

よ

（
た
と
い
）

（

刑

部

）

自
元
亀
三
至

天
正
十
二
甲

申
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り

帰

、

今

日

の

軍

不

可

然

、

其

故

ハ

敵

段

々

に

備

を

ま

ふ

け

堅

陳 （
陣
）

を

張

申

候

、
味

方

ハ

此

際

に

只

一

重

に

て

あ

や

う

し

、
先

手

早

々

御

引

取

候

へ

と

申

、
家

康

公

御

腹

立

被

成

、
今

日

の

合

戦

を

と

ゝ

む

る

事

汝

日

比
（
ご
ろ
）

に

ち

か

ひ

臆

し

た

る

や

と

被

仰

候

、
四

郎

左

衛

門

申

上

る

、
私

の

剛

億 （
臆
）

の

儀

ハ

さ

し

置

申

候

、

勝

負

の

善

悪

を

御

考

、

軍

を

被

成

可

然

候

、

若

是

非

合

戦

と

思

召

候

ハ

ヽ

、

敵

堀

田

郷

へ

押

行

時

分

を

か

ん

か

へ

御

合

戦

被

成

可

然

よ

し

申

上

る

時

に

、
成

瀬

藤

蔵

申

け

る

ハ

、
御

合

戦

を

は

し

め

ら

れ

戦

負

候

ハ

ヽ

、
討

死

仕

候

半

こ

そ

侍

の

本

意

に

候

、
と

て

合

戦

を

す

ゝ

む

如
詞
合
戦

初
討
死
也

渡

部

半

蔵

も

物

見

よ

り

帰

と

御

合

戦

を

止

る

処

に

、
大

久

保

七

郎

右

衛

門
・
柴

田

七

九

郎

合

戦

を

は

し

め

ん

と

す

、
武

田

信

玄

ハ

山

際

ま

て

引

と

ら

ん

と

す

る

所

に

小

山

田

兵

衛

尉

か

内

上

原

能

登

ぎ

よ

い

か

谷

よ

り

合

戦

の

勝

負

を

見

積

り

申

処

、

其

利

（

違

（
も
し
）

（

考

へ

）

（
い
く
さ
）
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有

故

先

陳

を

小

山

田

に

被

申

付

、
申

の

刻

よ

り

合

戦

を

は

し

む

此

合

戦

退

口

ノ

時

、
大

久

保

勘

七

郎

惣

軍

ト

ト

モ
ニ

被

追

立

、
一

言

坂
ニ

踏

止

リ

鉄

炮

ヲ

以

テ

二

、

三

間
ニ

テ

敵

ヲ

討

、

然

レ

ト

モ

不

当

、

後

公

ノ

御

前
ニ

テ

都

築

藤

市

カ

弓

ニ

テ

止

リ

候

故

其

ヲ

力

ニ

留

リ

候

ト

互

ニ

卑

下

イ
タ
シ

、
勘
七
申
ハ
、
我
等
カ
臆
病
故
ト
申
上
ケ
レ
ハ
、
公
仰
ニ

云
、
汝
臆
病
ニ

非
ス
、
如
常
カ
マ
ヘ
討
ケ
ル
カ
ト
仰
ケ
レ
ハ
、
中
々
ト
申
上
、
其
時
仰
ニ

、
左
様
ノ

時

ハ

何

時

モ

火

皿

ノ

下

ヲ

諸

手
ニ

テ

持

討

者

也

、

追

立

ラ

レ

情

気

ノ

ア

ラ

ク

シ

テ

必

狂

フ

者

也

ト

被

仰

小

山

田

、
石

川

伯

耆

守

と

相

戦

に

、
石

川

か

兵

外

山

小

作

一

番

に

鑓

を

仕

、
家

康

公

御

旗

本

を

以

て

山

縣

三

郎

兵

衛

か

三

百

余

騎

を

三

町

追

立

ら

る

ゝ

、
酒

井

左

衛

門

忠

次
・
榊

原

小

平

太

康

政
・
大

久

保

七

郎

右

衛

門

忠

世

、

横

に

懸

て

山

家

三

方

作
手
・
段
峯

長

篠

ヲ

云

切

崩

す

、

甲

兵

、

勝

頼

・

山

縣
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か

先

手

よ

り

横

掛

る

、

武

田

左

馬

助

、

穴

山

梅

雪

、

勝

頼

に

続

て

浜
松

勢

を

追

崩

す

、

信

玄

下

知

を

以

て

小

荷

駄

奉

行

甘

利

か

勢

を

横

に

入

ら

る

ゝ

、

依

之

信

長

の

加

勢

平

手

監

物

討

死

也

信

長

、

軍

利

の

備

と

い

へ

と

も

浜

松

勢

の

剛

強

成

を

気

遣

脇

備

を

先

へ

繰

、
捨

篝

を

焼

て

用

心

す

、
榊

原

小

平

太

ハ

味

方

敗

軍

な

れ

と

も

不

退

、
遥

後

に

城

東

郡

の

方

西

嶋

へ

引

退

、
此

合

戦

に

味

方

本

多

肥

後

守

忠

貞

・

鳥

居

四

郎

左

衛

門

忠

廣

・

岩

城

勘

解

由

父

子
・
松

平

弥

右

衛

門
・
加

藤

次

郎

九

郎

景

光
・
天

野

麦

右

衛

門

政

景
・
青

木

又

四

郎

・

渡

部

十

右

衛

門

・

同

新

九

郎

・

中

根

平

右

衛

門

・

成

瀬

藤

蔵

を

始

三

百

余

人

討

死

す

、

家

康

公

ハ

労

兵

を

集

て

猶

敵

に

む

か

ハ

ん

と

被

成

処

へ

夏

目

次

郎

右

衛

門

参

り

、
大

将

ハ

命

を

全

し

て

運

を

開

な

り

と

て

御

馬

の

口

を

取

て

味

方

の

陳

へ

引

向

、

鑓

の

石

突

に

て

御

馬

（
な
る
）
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を

た

ゝ

け

ハ

、

御

馬

ハ

逸

物

に

て

懸

走

る

尽
（
儘
）

次

郎

右

衛

門

ハ

踏

留

て

討

死

仕

、
此

間

に

家

康

公

、
大

久

保

七

郎

右

衛

門

に

被

仰

付

、
犀

欠

の

辺

に

御

旗

を

被

立

、

味

方

の

敗

軍

を

集

ら

る

ゝ

、

其

よ

り

浜

松

の

城

へ

御

引

取

候

処

に

敵

急

に

追

懸

奉

る

、
真

籠

に

て

鳥

居

彦

右

衛

門

元

忠

取

て

返

し

身

命

を

お

し

ま

す

戦

ふ

に

、
信

玄

の

旗

本

よ

り

は

な

つ

矢

彦

右

衛

門

か

鞍

の

前

輪

よ

り

跨

所

を

射

ら

れ

て

手

負

て

引

退

、
渡

部

半

蔵

ハ

玄

黙

口

を

か

た

め

て

防

き

戦

ふ

、
渡

部

半

蔵

・

勝

厘

甚

五

兵

衛
・
桜

井

庄

之

助

粉

骨

を

尽

す

、
渡

部

半

蔵

二

人

を

突

伏

、
半

十

郎
・

庄

之

助

・

甚

五

兵

衛

に

首

を

と

ら

す

る

、
石

川

伯

耆

守

廣

昌

殿

り

し

て

味
方
を
引
挙
る
、
夜
に
入
、
石
川
と
大
久
保
七
郎
右
衛
門
と
天
野
三
郎
兵
衛
康
景
三

人

の

下

知

を

以

て

鉄

炮

を

つ

よ

く

打

し

め

て

敵

を

払

、
又

天

野

三

郎

兵

衛

と

大

久

保

七

郎

右

衛

門

と

両

人

、

味

方

の

労

兵

の

中

よ

り

鉄

炮

十

六

挺

ゑ

ら

ひ

（

馬

籠

）

（
谷
）
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召

連

て

出

、
信

玄

の

野

陳

犀

欠

の

辺

へ

打

懸

る

、
甲

兵

周

章

ふ

た

め

き

明

れ

ハ

廿

三

日

の

朝

、
浜

松

よ

り

味

方

原

へ

足

軽

に

て

被

出

、
鉄

炮

を

打

懸

さ

セ

ら

る

ゝ

、
其

日

、
甲

兵

の

押

へ

ハ

穴

山

梅

雪

な

る

故

、
有

住

大

学
・
穂

坂

常

陸

馬

を

蒐

来

る

と

い

へ

と

も

鉄

炮

に

被

打

立

引

退

く

、
爰

に

も

敵

の

首

五

ツ

を

得

た

り

一

元

亀

四
癸

酉

天

正

元

年

に

改

元

也

、
正

月

十

一

日

、
武

田

信

玄

遠

州

お

さ

か

へ

に

て

越

年

有

て

三

州

野

田

の

城

へ

取

詰

責

ら

る

、
城

主

菅

沼

新

八

郎

浜
松

よ

り

の

加

勢

松

平

与

市

忠

正

合

て

わ

つ

か

四

百

余

人

な

れ

と

も

よ

く

防

戦

、

信

玄

金

堀

を

入

て

城

中

の

水

を

切

流

す

、

そ

れ

の

ミ

な

ら

す

城

中

糧

つ

き

て

持

こ

ら

ゆ

る

事

な

ら

さ

る

ゆ

へ

、
信

玄

へ

新

八

郎

使

を

以

て

申

ハ

、
我

等

一

人

切

腹

申

城

を

明

渡

候

半

間

、
城

兵

を

た

す

け

ら

れ

候

へ

と

断

申

候

、
信

玄

相

違

不

可

有

と

の

返

事

也

、
其

故

新

八

郎

城

を

出

（

刑

部

）
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る

処

を

甲

兵

待

請

生

捕

、
新

八

ハ

剛

の

武

士

な

れ

ハ

、
新

八

か

心

を

変

し

て

信

玄

に

与

力

申

な

ら

ハ

可

召

仕

と

の

事

に

候

、
命

を

助

て

山

縣

三

郎

兵

衛

に

預

置

る

ゝ

所

に

、
新

八

、
元

来

家

康

公

へ

忠

心

ふ

か

き

ゆ

へ

家

康

公

に

奥

平

道

紋

か

人

質

在

之

候

、
我

等

と

御

取

替

候

様

に

信

玄

へ

申

故

、
其

段

家

康

公

へ

被

仰

遣

、
二

月

十

五

日

に

互

に

二

千

余

騎

を

以

是

を

送

に

、
長

篠

の

馬

場

河

中

に

て

人

質

と

新

八

郎

取

替

る

也

、

作

手

城

主

奥

平

道

紋

長

篠

城

主

菅

沼

伊

豆

守

、

段

峯

城

主

菅

沼

形 （
刑
）

部

カ

人

質

ト

新

八

郎

ヲ

代

也

一

同

年

二

月

十

六

日

、
武

田

信

玄

病

気

に

付

甲

州

へ

引

返

、
三

月

、
三

州

へ

出

馬

し

野

田

の

む

か

ひ

照

山

と

い

ふ

山

に

旗

立

陳

城

を

か

ま

へ

ら

る

へ

き

と

有

之

時

、

高

坂

弾

正

か

夢

に

家

光

山

の

松

か

枝

千

代

千

代

千

代

春

春

春

と

見

る

、
扨

吉

田

を

可

攻

と

有

時

信

玄

病

つ

か

れ

甲

州

へ

帰

ら

る

ゝ

に

、
根
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羽

と

い

ふ

処

よ

り

煩

重

り

四

月

十

三

日

駒

場

に

て

病

死

な

り

、
信

玄

逝

去

の

後

、
織

田

信

長

、
岩

村

の

城

主
給

フ

カ

、

信

長

ノ

御

子

御

坊

様

ヲ

養

子

ニ

被

成

三

河

記

云

、

東

美

濃

岩

村

城

ヲ

ハ

信

長

ノ

伯

母

持

ケ

ル

カ

、
信

長

へ

別

心

有

テ

勝

頼

ト

一

味

シ

秋

山

ヲ

引

入

、
秋

山

と

夫

婦
ニ

被

成

御

坊

様

ヲ

甲

斐

国
ヘ
カ
リ
給
、
其
カ
ヘ
リ
ニ

勝
頼
ハ
足
助
口
ヘ
御
働
有
ト
言
、
家
康
公
、
足
助
ヘ
御
出
陳
有
リ
、
然
ト
モ

勝

頼

其

ヨ

リ

引

入

玉

フ

、

信

長

ハ

御

立

腹
ニ

テ

岩

村

ヘ

押

寄

城

ヲ

責

落

、

秋

山

ヲ

ハ

生

捕
ニ

シ

テ

磔
ニ

懸
、
軍
兵
ト
モ
ヲ
ハ
二
ノ
丸
ニ

追
入
テ
鹿
垣
ヲ
結
、
火
ヲ
ハ
付
焼
殺
シ
玉
フ
、
伯
母
ヲ
ハ
小
牧
ニ
テ

手
討
ニ

ト
有

ナ
サ
ル

信

玄

の

家

来

秋

山

伯

耆

守

を

責

ら

る

ゝ

に

、
城

中

糧

尽

て

金

銀

乏

け

れ

ハ

、

資

財

重

宝

を

出

し

売

て

其

金

に

て

糧

米

を

買

、

水

野

下

野

守

此

道

具

を

買

取

た

る

を

、

証

人

有

て

下

野

守

こ

そ

秋

山

に

一

味

し

て

道

具

を

得

て

城

中

へ

兵

糧

を

入

る

ゝ

と

信

長

に

告

る

、
信

長

よ

り

家

康

へ

此

段
被
仰
遣
候
に
付
、
久
松
佐
渡
守
を
下
野
方
へ
被
遣
、
岡
崎
へ
被
指
向
平
岩
七
之

助

を

以

て

切

腹

被

仰

付

、
此

時

刈

屋

の

城

を

は

下

野

守

弟

水

野

惣

兵

衛

に

御

と

ら

せ

被

下

候

へ

と

の

遺

言

に

て

切

腹

な

り

、
其

故

無

相

違

刈

屋

を

惣

兵

衛

に

被

下

候

、

久

松

佐

渡

守

ハ

下

野

守

の

妹

聟

也

、

故

に

此

事

に

付
而

家
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康

公

と

義

絶

な

り

、
佐

渡

守

奥

ハ

家

康

公

の

御

母

な

れ

ハ

継

父

の

様

成

も

の

也

一

同

年

五

月

五

日

、
家

康

公

岡

崎

に

て

端

午

の

御

祝

儀

を

あ

そ

は

し

六

日

に

岡

崎

を

御

立

、
九

日

に

駿

河

岡

部

迄

焼

働

被

成

、
十

日

に

懸

川

へ

御

帰

已

来

迄

、
信

玄

と

御

無

事

被

遊

間

敷

と

の

御

誓

言

を

あ

そ

ハ

し

候

十

三

日

に

吉

田

へ

被

成

御

座

、
長

篠

の

様

子

を

所

の

百

姓

に

具

に

御

尋

、
十

四

日

に

長

篠

の

城

御

順

見

の

時

、
坂

部

又

蔵

頭

に

鉄

炮

手

を

負

、
玉

甲

を

抜

さ

る

に

死

る

故

、
気

付

を

与

へ

た

れ

は

生

か

へ

り

岡

崎

へ

帰

る

、
五

日

め

に

物

に

狂

ひ

て

死

す

、
是

に

付
而

家

康

公

、
武

士

の

御

批

判

に

大

小

共

の

明

鏡

被

成

御

金

言

と

も

有

、
其

後

四

千

に

て

長

篠

へ

御

取

詰

被

為

責

、
甲

州

武

田

勝

頼

よ

り

長

篠

の

後

詰

と

し

て

武

田

典

厩

を

大

将

と

し

て

馬

場

美

濃
守
・
小
山
田
兵
衛
尉
を
三
州
へ
被
指
向
、
又
逍
遥
軒
を
大
将
と
し
て
山
縣
三
郎
兵
衛
・
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穴

山
・
一

条

を

遠

州

へ

働

か

さ

る

ゝ

、
武

田

典

厩

、
長

篠

の

向

城

よ

り

二

里

程

隔

た

る

遠

の

小

山

或
は
イ
ヌ
ノ

小

山

ト

有

に

陳

を

取

て

明

日

後

詰

と

有

時

、
長

篠

城

代

信

州

先

方

諸

我

入

道

、
黒

白

駮

の

馬

を

家

康

公

へ

指

上

城

を

明

渡

す

、
典

厩

力

な

く

城

兵

共

を

連

て

甲

州

へ

帰

る

、
長

篠

の

城

を

は

松

平

外

記

に

御

預

な

さ

れ

奥

平

九

八

郎

家

昌

長

篠

に

こ

も

り

た

る

ハ

此

以

後

也

、
扨

遠

州

へ

働

た

る

ハ

甲

州

勢

一

条
・
穴

山

は

山

縣

を

先

手

と

し

て

な

ら

し

の

こ

と

く

備

を

押

、

逍

遥

軒

ハ

山

縣

に

劣

ま

し

と

て

森

と

い

ふ

所

ま

て

働

る

ゝ

森

ヨ

リ

穴

山

梅

雪

出

テ

戦

フ

、
参

河

勢

勝

時

、
大

久

保

治

右

衛

門

首

ヲ

取

カ

ヘ

ル

ヲ

榊

原

小

平

太

同

心

七

八

人
ニ

テ

無

理
ニ

奪

取

逃

ル

、

治

右

衞

門

力

不

及

追

フ

モ

労

シ

テ

不

成

、

帰

テ

後

公

ヘ

榊

原

カ

同

心

ト

モ

盗

首

ヲ

御

目
ニ

掛

ル

、

治

右

衞

門

申

ハ

、

ア

ノ

首

ハ

我

等

取

候

也

皆

能

見

申

候

、

ソ

レ

ヲ

小

身
ニ

テ

モ

御

家

ノ

犬
ニ

テ

忠

節

尽

候

、

ア

レ

体

ノ

者

モ

過

分

ノ

知

行

ヲ

被

下

候

カ

、
能

レ

ハ

罷

ア

リ

悪

ケ

レ

ハ

ヲ

ラ

ヌ

者
ニ

テ

候

、
ア

ノ

コ

ト

ク

シ

テ

ハ

重

テ

モ

小

身

ナ

ル

我

等

は

イ

ツ

モ

御

奉

公

難

成

候

也

、

高

名

ヲ

不

被

立

候

事

迷

惑

ニ

存

ト

申

ケ

レ

ハ

、
小

平

太

申

ハ

治

右

不

謂

事

被

申

ソ

、
我

等

カ

同

心

ト

モ

取

申
ニ

無

疑

ト

云

ヘ

ハ

、
治

衞

右

門

申

ハ

誰

人

ノ

ヨ

シ

ア

シ

キ

モ

貴

所

ノ

何

ト

テ

御

存

知

ア

ル

ヘ

シ

、

其

辺

ヘ

モ

不

寄

シ

テ

イ

ラ

サ

ル

見

ヌ

京

物

語
ニ

候

、

如

何
ニ

同

心

ノ

乞

食

ヲ

引

度

ト

モ

ナ

キ

事

ハ

成

マ

シ

ト

申

ケ

レ

ハ

、

君

其

時

治

右

衞

門

イ

ラ

サ

ル

事

ナ

申

ソ

、

我

等

カ

家
ニ

テ

其

方

カ

武

辺
ニ

点

打

者

ハ

有

マ

シ

、

我

等

次

（

室

賀

）
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本

多

平

八

郎

忠

勝

・同

作

左

衛

門

重

政
・
榊

原

小

平

太

康

政

馳

向

て

逍

遥

軒

か

陳

を

破

る

、
穴

山

・

一

条

・

山

縣

は

逍

遥

軒

か

敗

軍

を

聞

て

森

へ

懸

付

浜

松

勢

を

討

利

を

得

た

る

処

へ

、
家

康

公

御

旗

を

蒐

さ

せ

ら

る

ゝ

ゆ

へ

甲

州

勢

打

負

敗

北

す

る

な

り

三

河

記

云

、

此

時

城

中
ニ

孕

石

主

水

ト

云

者

駿

河

牢

人

、

甲

州
ニ

属

シ

テ

籠

リ

落

去
ニ

及

テ

三

河

衆

生

捕

、

家

康

公

へ

御

目

掛

ケ

レ

ハ

、

其

孕

石

ト

云

者

ハ

吾

駿

河
ニ

在

シ

時

、

上

原

ヘ

鷹

遣

ヒ
ニ

出

シ

時

孕

石

林

ヘ

鷹

翦

レ

テ

入

時

居

事
ニ

入

候

ヘ

ハ

、
三

河

ノ

世

忰
ニ

ア

キ

ハ

テ

タ

リ

ト

度

々

申

ツ

ル

、
我

能

覚

タ

リ

、
孕

石

モ

覚

ツ

ラ

ン

、
迚

我
ニ

ア

キ

果

タ

ル

者

ナ

レ

ハ

早

々

切

腹

サ

セ

ヨ

ト

ノ

御

意

也

、
主

水

申

ハ

、
尤

如

御

意

非

可

悔

、
ト

テ

南

ヘ

向

テ

腹

ヲ

切

ル

時

、
側

ヨ

リ

申

ハ

孕

石

程

ノ

者

カ

サ
イ
ゴ
ヲ
不
知
、
西
ニ

向
テ
腹
ヲ
キ
レ
ト
云
ケ
レ
ハ
、
主
水
カ
云
ヤ
ウ
、
汝
物
ヲ
不
知
、
仏
ハ
十
方
仏
土
中

唯

有

一

乗

法

無

三

除

仏

方

使

ト

説

給

フ

、

ト

テ

南
ニ

向

ヒ

切

腹

ス

、

大

河

内

ト

申

者

ハ

能

御

奉

公

申

今

度

命

御

助

本

国

ヘ

御

カ

ヘ

シ

被

成

ケ

リ

一

天

正

二

年

、
家

康

公

正

五

位

下

に

叙

し

給

ふ

、
同

年

平

岩

七

之

助

を

遠

州

天

方

の

城

へ

被

遣

、
久

野

弾

正

を

責

ら

る

ゝ

、
弾

正

不

叶

し

て

城

を

明

の

く

、
又

可

久

輪

の

城

を

は

石

川

日

向

守

家

成
・
久

野

三

郎

左

衛

門

宗

能

破

る

、
三

州

寳

來

（
あ
つ
め
）

（
キ
）

第
ニ

シ

テ

置

ト

御

意

ノ

上

ハ

畏

御

前

ヲ

罷

立

、

件

ノ

牢

人

ハ

ヲ

ル

事

ナ

ラ

ス

シ

テ

逐

電

ス
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寺

六

笠

一

宮

の

城

を

は

酒

井

左

衛

門

尉

落

す

、

是

皆

武

田

持

の

城

な

り

一

同
四
月
六
日
、
家
康
公
御
馬
を
被
出
、
遠
州
乾
の
城
天
野
宮
内

左
（
右
）

衛
門
武
田
勝
頼

味
方
ナ
リ

を
責

ら

れ

ん

と

瑞

雲

寺

に

御

陳

を

被

成

処

に

、

日

数

重

り

た

る

故

兵

糧

尽

る

そ
れ
ゆ
へ
御
陳
を
御
引
払
被
成
に
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
・
水
野
宗
兵
衛
殿
を
被
仰

付
、
御
倉
と
云
所
に
至
せ
給
ふ
時
、
宮
内
左
衛
門
、
三
木
多
郷
よ
り
御
跡
を
し
た
い

大
窪
へ
出
て
味
方
を
討
、
堀
小
太
郎
・
鵜
殿
藤
五
郎
・
大
久
保
勘
七
・
小
原
金
内
其

外

廿

余

人

被

討

也

、

水

野

宗

兵

衛

・

榊

原

小

兵

太

馳

返

し

敵

を

打

払

也

宮

内

左

衛

門

、
田

野

ノ

大

窪

村
ニ

出

、
郷

人

ヲ

語

ヒ

愛

宕

山

ノ

陰

彼

方

ノ

木

影
ニ

立

隠

レ

跡

先
ニ

ナ

リ

五

人

、
十

人

宛

家

康

御

跡

備

ヲ

射

立

ヌ

、
勢

中

防

ン

ト

ス

ル
ニ

、
上

ハ

雲

ヲ

聳

シ

山

上

下

峨

々

タ

ル

岩

谷

ナ

レ

ハ

前

後

迷

惑

ス

ル

程
ニ

跡

カ

先

カ

中

カ

ハ

不

知

崩

レ

立

テ

破

軍

ス

、
大

久

保

七
郎
右
衛
門
カ
同
心
杉
浦
久
藏
カ
手
負
タ
ル
ヲ
、
七
郎
右
衛
門
馬
ヨ
リ
下
り
是
ニ

乗
レ
ト
イ
ヘ
ハ
、
久
藏

腹

立

ウ

ツ

ケ

タ

ル

馬

ノ

下

リ

ヤ

ウ

カ

ナ

我

等

体

ハ

五

人

、
十

人

ウ

タ

レ

テ

モ

不

苦

、
大

将

モ

ス

ル

人

ハ

如

何

ナ

リ

弓

矢

八

幡

乗

申

間

敷

ト

云

ヘ

ハ

、
乗

度

ハ

ノ

レ

、
イ

ヤ

ナ

ラ

ハ

ヲ

ケ

、
馬

ハ

捨

ヲ

ク

ト

テ

七

郎
右
衛
門
ハ
退
ク
、
児
玉
甚
内
立
帰
リ
七
郎
右
衛
門
ハ
退
玉
フ
ム
リ
ニ

久
藏
ヲ
ノ
セ
甚
内
ハ
又
七
郎
右
衛

門
ニ

追
付
也
、
家
康
公
御
倉
ニ
テ

ノ
鉄
炮
ノ
音
ヲ
聞
玉
イ
テ
カ
ヘ
ラ
セ
玉
ヘ
ハ
、
敵
早
引
入
天
方
迄
退
せ
玉
フ
也

一

同

五

月

、
武

田

勝

頼

遠

州

へ

出

馬

し

、
高

天

神

の

城

小

笠

原

与

八

郎

長

忠

を

（
し
ん
が
り
）
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攻

る

、
此

小

笠

原

与

八

郎

ハ

永

禄

十

一

年

よ

り

家

康

公

に

与

し

、
姉

川

の

合

戦

に

も

初

陳
（
陣
）

よ

く

し

て

名

を

揚

、
元

亀

二

年

三

月

、
信

玄

遠

州

へ

働

の

折

節

も

二

千

余

の

人

数

に

て

武

田

の

二

万

の

大

軍

に

向

ひ

少

も

お

く

れ

た

る

色

な

く

、
す

く

や

か

な

る

も

や

う

成

し

も

、
能

も

の

を

数

多

持

た

る

故

也

、
其

中

に

も

渡

部

金

太

夫

と

云

者

ハ

姉

川

の

合

戦

に

朱

傘

の

金

の

短

冊

の

指

物

に

て

一

番

鑓

を

仕

、
日

本

第

一

の

本

鑓

と

信

玄

よ

り

直

判

の

感

状

に

貞

宗

の

脇

指

を

添

て

給

り

し

者

也

、
其

外

林

平

吉
・
伊

達

与

兵

衛
・
吉

原

又

兵

衛
・
小

池

左

近

な

と

ゝ

云

者

、
高

天

神

の

追

手

池

の

壇

へ

備

を

出

し

、
利

発

に

走

り

め

く

り

て

見

事

な

り

、
然

と

も

武

田

方

岡

部

か

責

口

よ

り

猿

も

り

と

云

槨
（
廓
ヵ
）

を

七

月

二

日

に

乗

と

ら

れ

、
小

笠

原

叶

は

て

噯

ひ

を

入

て

勝

頼

よ

り

小

笠

原

に

富

士

の

下

か

た

鵜

鵡

と

云

所

に

て

壱

万

貫

の

所

領

を

被

遣

約

束

に

て

城

を

明

渡

す

、
信

長

公

ハ

高

天

神

の

後

詰

し

て

吉

田

迄

御

出

、
家

康

（
あ
つ
か
）
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公

ハ

荒

井

迄

御

出

被

成

候

へ

共

、
小

笠

原

の

城

を

明

渡

す

故

無

是

非

御

馬

を

被

入

る

、
信

長

公

、
与

八

郎

を

大

に

御

そ

し

り

立

腹

也

、
小

笠

原

ハ

武

田

に

随

ひ

甲

州

落

去

の

後

小

田

原

へ

退

た

る

を

、
北

条

氏

直

へ

信

長

公

達

て

御

申

上

小

田

原

に

て

与

八

郎

に

切

腹

を

さ

せ

、
首

を

信

長

公

へ

被

遣

け

り

、
渡

部

金

兵

衛

は

天

正

十

年

甲

州

落

去

の

時

、
仁

科

五

郎

晴

清

と

一

所

に

高

任

に

て

討

死

す

る

な

り

一

同

九

月

武

田

勝

頼

遠

州

へ

働

出

、
大

天

龍

の

川

端

に

備

を

た

て

、
家

康

公

は

小

天

龍

の

向

ひ

に

御

陳

を

立

ら

る

村
上
弥
右
衛
門

内
藤
四
郎
左
衛
門

植
村
庄
右
衛
門

渡
部
半
藏

大
久
保
七
郎
右
衛
門

森
河
金
右
衛
門

加
藤
喜
助

成
瀬
吉
右
衛
門

鳥
居
彦
右
衛
門

大
久
保
治
右
衛
門

日
下
部
兵
右
衛
門

山
本
帯
刀

内
藤
平
左
衛
門

青
山
藤
蔵

安
部
善
八

高
木
九
助
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榊
原
集
人

柴
田
七
九
郎

小
栗
仁
右
衛
門

梶
金
平

重
野
七
兵
衛

天
野
傳
六

都
築
惣
左
衛
門

松
下
加
兵
衛

酒
井
与
九
郎

服
部
半
蔵

彼

是

三

十

人

計

大

物

見

に

被

出

、
勝

頼

方

を

鉄

炮

に

て

打

取

ら

ん

と

す

、

扨

下

の

瀬

を

武

田

方

よ

り

五

騎

逃

出

て

渡

す

、

味

方

三

十

余

騎

の

衆

掛

向

ふ

を

見

て

河

中

よ

り

引

か

へ

す

、
又

武

田

方

よ

り

三

騎

河

へ

乗

込

と

勝

頼

惣

人

数

一

度

に

川

を

越

、
家

康

公

ハ

小

天

龍

よ

り

張

付

場

迄

又

物

見

を

被

遣

候

処

に

、
柴

田

七

九

郎

一

人

抜

出

、
山

縣

か

備

す

ゝ

む

て

二

町

程

来

て

と

く

と

さ

け

す

む

、

勝

頼

方

よ

り

廣

瀬

郷

左

衛

門

あ

ま

す

ま

し

、

と

て

五

間

程

進

、

柴

田

ハ

足

早

に

逃

延

る

多

中

よ

り

抜

出

、

敵

近

く

一

人

通

り

候

を

不

討

、

子

細

ハ

、

海

道

一

の

弓

取

と

て

武

田

方

に

て

も

誉

る

故

結

句

追

た

る

郷

左

衛

門

を
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そ

し

る

也

、
匂

坂

六

郎

五

郎
・
松

平

因

幡

ハ

三

百

に

て

大

天

龍

の

中

瀬

を

前

に

あ

て

ゝ

備

た

る

に

、
小

笠

原

与

八

郎

、
武

田

へ

新

参

故

一

手

柄

と

思

ひ

て

よ

き

働

精

を

出

し

、
松

平

因

幡

を

生

捕

、
勝

頼

則

天

龍

の

端

に

て

首

を

き

ら

セ

ら

る

ゝ

な

り

或

書

ニ

柴

田

軍

鑑

ヲ

近

ク

仕

懸

候

ユ

ヘ

廣

瀬

手

近

ク

追

詰

候

ユ

ヘ

、
柴

田

馬

ヲ

留

テ

廣

瀬
ニ

言

葉

ヲ

カ

ケ

レ

ハ

、
敵

味

方

ノ

間

眼

前

也

、
願

ハ

ク

ハ

互
ニ

馬

ヨ

リ

ヲ

リ

立

心

ヨ

ク

勝

負

ヲ

セ

ン

ト

云

、
其

時

廣

瀬

悦

ヒ

則

馬

ヨ

リ

ヲ

リ

立

時

、
柴

田

ハ

鐙
ニ

鞭

ヲ

ア

ワ

せ

重

テ

見

参

仕

ラ

ン

ト

テ

ニ

ケ

延

ト

云

云

一

天

正

三

年

五

月

朔

日

、
甲

州

武

田

四

郎

勝

頼

、
壱

万

五

千

の

人

数

を

卒

し

奥

平

九

八

郎

信

昌

か

後
号
美
作
守
、
父
ハ

監

物

貞

能

ト

有

楯

籠

る

長

篠

の

城

を

責

る

鴟

巣

に

武

田

兵

庫

頭

を

大

将

と

し

て

三

枝

松

勘

解

由

左

衛

門

・

飯

尾

弥

四

右

衛

門
・
五

味

与

惣

兵

衛
・
名

和

無

理

之

助

に

千

の

人

数

を

指

そ

へ

て

守

せ

長

篠

の

城

を

二

重

三

重

に

取

巻

柵

を

付

、
竹

手

把

を

以

て

し

よ

り

金

堀

を

入

て

夜

昼

を

ハ

か

す

攻

さ

す

る

、
十

三

日

の

夜

ハ

鹿

角

を

以

瓢

（

別
か
す

）
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丸

の

屏

を

引

破

り

、

十

四

日

の

夜

ハ

勢

楼

を

揚

ん

と

す

、

九

八

郎

鉄

炮

を

つ

よ

く

う

た

せ

て

セ

い

ろ

う

を

上

さ

せ

す

、
敵

手

た

て

を

か

へ

て

責

れ

ハ

、

九

八

郎

方

便

を

か

へ

て

防

戦

ゆ

へ

毎

度

武

田

か

兵

討

れ

引

退

、
か

く

て

九

八

郎

城

中

の

兵

糧

を

黙

検

し

て

ミ

る

に

此

月

を

過

し

か

た

し

、

因

茲

家

康

公

へ

後

詰

を

乞

奉

ん

と

思

へ

と

も

武

田

か

勢

い

く

重

と

も

な

く

取

巻

け

れ

ハ

鳥

な

ら

て

は

通

ふ

へ

き

や

う

な

し

、
如

何

せ

ん

と

申

け

る

時

、
鳥

居

強

右

衛

門

、
某

城

兵

の

命

に

代

て

救

て

見

申

候

半

、

と

て

今

夜

此

国

を

な

ん

な

く

出

て

向

ふ

の

山

に

煙

を

立

て

申

、
も

し

煙

を

あ

け

す

候

ハ

ヽ

、
う

た

れ

た

る

と

思

召

母

と

一

人

の

子

を

頼

申

と

て

我

君

の

命

に

か

は

る

玉

の

緒

ハ

何

い

と

ひ

け

ん

武

士

の

道

と

云

ひ

、
十

四

日

の

夜

城

を

出

る

、
十

五

日

の

明

ほ

の

に

約

束

の

煙

を

立

て

（
も
の
の
ふ
）
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岡

崎

へ

馳

付

、

家

康

公

ハ

長

篠

の

後

詰

の

事

を

兼

て

よ

り

信

長

公

へ

小

栗

大

六

を

以

て

被

仰

入

し

か

は

、
十

五

日

に

信

長

岡

崎

へ

下

着

し

給

ふ

則

九

八

郎

口

上

を

す

、
祢

右

衛

門

申

上

る

、
信

長

聞

召

御

返

事

を

は

飛

脚

を

以

て

可

被

仰

、
と

て

強

右

衛

門

を

は

留

さ

せ

給

へ

と

も

、
罷

帰

城

中

の

者

共

に

申

聞

せ

力

を

付

申

さ

ん

、
と

て

十

六

日

の

夜

長

篠

の

地

へ

帰

付

、
城

へ

何

と

し

て

か

可

入

と

見

は

か

ら

ひ

立

廻

り

け

る

を

、
勝

頼

の

家

人

川

原

弥

太

郎

河
原
弥
太
郎
ハ
逍
遥
軒
カ
同
心
カ
家

来
可
成
、
三
河
記
ニ

逍
遥
軒
責
口
ト
有

見

あ

や

し

め

て

い

ま

し

め

勝

頼

公

の

前

に

引

す

ゆ

る

、
勝

頼

則

名

字

様

子

を

尋

ら

る

ゝ

に

強

右

衛

門

少

し

も

わ

る

ひ

れ

す

有

の

侭

に

申

へ

し

と

の

事

成

ゆ

へ

強

右

衛

門

是

に

同

意

せ

り

、
然

は

頼

度

事

有

、

城

中

の

し

た

し

き

も

の

を

呼

て

信

長

此

表

後

詰

中

々

思

ひ

も

よ

ら

す

候

間

、
城

を

渡

し

立

退

候

へ

と

信

長
・
家

康

返

事

の

よ

し

申

く

れ

候

へ
と
頼
る
ゝ
、
強
右
衛
門
意
得
申
候
と
て
目
付
を
乞
て
伴
ひ
柵
際
へ
寄
て
城
中
へ

（
強

（

据

え

る

）

（
心

得
）
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申
け
る
は
、
強
右
衛
門
こ
そ
只
今
罷
帰
候
へ
、
信
長
・
家
康
後
詰
の
事
二
、
三
日
の

内

成

ヘ

し

、
能

々

城

を

持

給

へ

と

い

へ

ハ

、
目

付

の

者

頓
而

捕

て

い

ま

し

め

勝

頼

の

前

に

て

首

を

き

る

、
信

長

父

子

三

人

、
五

万

余

騎

を

引

率

卒

し

門

出

に

武

田

調

伏

の

連

歌

を

被

成

松

の

枝

に

竹

た

く

ひ

な

き

あ

し

た

哉

四

郎

ハ

見

へ

ぬ

卯

の

花

か

き

ね

入

月

も

山

か

た

う

す

く

成

は

て

ゝ

織

田

ハ

さ

か

り

と

見

ゆ

る

成

け

り

五

月

廿

日

、
長

篠

の

近

所

あ

る

み

原

に

陳

を

取

、
勝

頼

の

軍

兵

ハ

皆

馬

上

達

者

に

て

い

つ

れ

の

敵

に

向

ひ

て

も

ひ

ら

に

馬

を

乗

込

懸

崩

よ

し

聞

け

れ

ハ

、
と

て

切

所

を

三

所

に

か

ま

へ

、
柵

を

三

重

に

付

て

先

陣

の

備

を

ま

ふ

け

ら

る

ゝ

、
此

陳

に

如

何

し

た

り

け

ん

、
信

長

の

諸

勢

い

さ

ま

さ

り

（
陣
）

（
陣
）

（

勇

ま

）
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け

れ

ハ

、
信

長

衆

の

前

に

て

家

康

公

、
酒

井

左

衛

門

に

い

く

ゐ

の

狂

言

を

被

仰

付
、
左
衛

門
ハ
き
こ
ふ
る
名
人
な
る
に
、
諸
人
を
諫
ん
た
め
の
狂
言
な
れ
は
甲
を

抜

て

高

紐

に

か

け

、

誠

に

お

か

し

く

面

白

お

と

け

す

ま

し

鼻

を

か

み

て

入

時

、
諸

人

一

度

に

と

つ

と

笑

け

れ

ハ

、
此

勢

ひ

に

て

合

戦

の

評

定

有

、
武

田

四

郎

勝

頼

ハ

、
信

長

・

家

康

大

軍

に

て

長

篠

の

後

詰

を

聞

、
家

臣

を

集

て

異

見

を

聞

に

、
馬

場

美

濃

守

の

云

、
大

敵

に

逢

て

ハ

隠

遊

と

申

事

候

へ

は

今

度

ハ

先

甲

州

へ

御

馬

を

被

入

、

上

方

勢

引

退

候

ハ

ヽ

又

突

て[
]

又

馬

を

入

幾

度

も

か

様

に

被

成

、
若

敵

跡

を

し

た

ひ

候

ハ

ヽ

、
信

濃

の

内

ま

て

遠
々
と
引
入
一
合
戦
被
成
候
へ
、
勝
利
疑
有
へ
か
ら
す
、
と
申
け
れ
ハ
、
長
閑
進
ミ

出

て

申

、
新

羅

三

郎

義

光

公

よ

り

武

田

は

し

ま

つ

て

以

来

敵

を

見

て

引

入

給

ふ

た

め

し

な

し

、
勝

頼

公

御

代

に

剣

を

け

か

し

給

ハ

ん

事

如

何

思
召
候
と
い
へ
は
、
勝
頼
、
長
閑
か
言
葉
は
尤
と
の
給
ふ
、
又
美
濃
守
申
ハ
、
さ
ら
ハ
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長

篠

城

を

俄

責

に

被

成

候

へ

、
長

篠

に

ハ

鉄

炮

五

百

挺

な

ら

て

ハ

候

ま

し

鉄

炮

に

死

人

五

百

人

、
二

番

目

の

鉄

炮

ハ

あ

は

て

ゝ

打

給

ふ

へ

し

、
手

負

五

百

人

、
合

千

人

の

人

数

を

御

捨

被

成

長

篠

を

攻

落

し

、
そ

れ

を

し

ほ

に

御

馬

を

被

入

候

へ

と

申

、
長

閑

又

申

、
味

方

一

騎

討

る

れ

ハ

敵

千

騎

の

つ

よ

り

と

申

候

千

人

の

人

数

を

失

ひ

給

ハ

ん

事

如

何

と

申

せ

ハ

、
勝

頼

、
長

閑

か

旨

に

御

同

心

な

り

、

美

濃

守

又

申

、

然

ら

ハ

陳

城

を

取

、

勝

頼

公

を

移

し

申

、

御

一

類

中

を

御

陳

に

備

て

、

山

縣

三

郎

兵

衛

と

内

藤

修

理

と

我

等

と

三

人

川

を

越

て

時

々

お

り

合

、
長

篠

に

長

陳

を

張

候

ハ

ヽ

、
味

方

ハ

信

濃

甲

州

へ

の

通

路

ハ

自

由

な

り

、

上

方

勢

ハ

運

送

不

自

由

也

、

終

に

は

信

長

引

候

へ

し

と

申

せ

ハ

、

長

閑

又

申

ハ

、

信

長

・

家

康

程

の

大

将

か

た

ゝ

引

申

候

半

哉

、

押

懸

軍

を

す

る

時

ハ

如

何

と

申

、

馬

場

か

云

、

そ

こ

に

て

は

合

戦

を

被

成

候

ハ

て

不

叶

と

云

、
長

閑

又

云

、
あ

な

た

に

仕

懸

ら

れ

て

合

戦

（
が
た
だ
）

（
は
ん
）
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被

成

候

ハ

ん

も

又

此

方

よ

り

進

給

ハ

ん

も

一

つ

事

に

て

候

、
其

上

懸

る

競

と

あ

な

た

よ

り

仕

懸

ら

る

ゝ

と

ハ

人

の

競

も

各

別

成

へ

し

、

と

申

せ

は

勝

頼

、

長

閑

か

言

葉

を

ふ

か

く

信

せ

ら

れ

、

明

日

の

合

戦

ハ

御

旗
八

幡

太

郎

義

家

公

ノ

御

旗

也

楯

な

し
新

羅

三

郎

義
光
公
鎧
也

も

照

覧

あ

れ

、
の

は

す

ま

し

と

の

誓

言

也

、
扨

右

備

ハ

馬

場

美

濃

守

信

里
・
真

田

源

太

左

衛

門

信

綱
・
土

屋

右

衛

門

直

村
・
穴

山

伊

豆

守

貞

成

梅

雪

入

道
・
一

条

右

衛

門

大

夫

信

隆

と

五

手

な

り

、
左

ハ

山

縣

三

郎

兵

衛

昌

景
・
甘
利
・
小
幡
・
小
山
田
・
武
田
典
厩
信
元
と
五
手
也
、
中
ハ
内
藤
修
理
昌
豊
・
原
隼

人

昌

勝

・

安

中

左

近

・

望

月

甚

八

郎

重

氏

・

中

根

五

感

白

倉

是

も

五

手

に

定

た

り

、
信

長

ハ

極

楽

山
川
上
山

ト
モ
云

に

陳

を

め

さ

れ

て

佐

久

間

右

衛

門

盛

成

を

左

に

備

さ

セ

、
羽

柴

藤

吉

郎

秀

吉
・
瀧

川

監

物

一

益

を

右

に

し

て

五

万

余

騎

の

軍

勢

を

十

三

段

に

備

て

柵

を

前

に

当

て

堅

め

ら

る

、
家

康

公

は

先

陳

に

て

高

山
行

原

ト
モ
云

に

御

備

を

立

ら

る
竹

廣

の

奥

八
剱
ト
モ
云

一

の

御

先

ハ

大

久

保

（
格
別
）

（

延

ば

す

ま

じ

）

（
龍
）
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七
郎
右
衛
門
忠
世
・
同
弟
治
衛
門
忠
佐
・
松
平
周
防
守
直
乗
此
時
ハ
未

左
近
ト
云

三
人
を
一
手
に

被

仰

付

、
西

郡

松

平

主

殿

助

忠

利
・
松

平

和

泉

守

二

人

を

一

手

に

、
菅

沼

小

大

膳
・

松

平

玄

番
・
土

居

豊

後

廣

孝
本
多
豊
後
也
、
土
居
ニ

住

ス

ル

故

に

云

三

人

一

手

、
鳥

居

右

衛

門

元

忠
・
牛

窪
衆
合
て
一
手
、
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
康
高
・
本
多
作
左
衛
門
重
次
二
人
一
手
、
御
前

備
ハ
植
村
出
羽
・
内
藤
四
郎
左
衛
門
正
成
也
、
信
長
公
・
家
康
公
打
よ
ら
せ
給
ひ
、
明
日

の

軍

御

評

定

の

処

へ

酒

井

左

衛

門

忠

次

罷

出

申

ハ

、
今

夜

勝

頼

か

備

た

る

陳

の

後

鳶

巣

へ

押

懸

一

戦

を

と

け

敵

を

追

払

陳

屋

を

焼

立

候

ハ

ヽ

、

明

日

の

御

合

戦

必

定

御

勝

成

へ

し

と

申

け

れ

ハ

、
信

長

公

大

に

御

怒

有

て

、
今

日

本

に

信

長
・
家

康

出

合

軍

評

定

の

処

へ

匹

夫

の

身

と

し

て

推

参

也

、
と

て

散

々

に

し

か

ら

る

ゝ

、
扨

小

用

あ

る

ふ

り

に

て

立

給

ひ

物

陰

へ

酒

井

を

招

き

て

日

本

一

の

計

也

、
今

此

辺

の

者

共

一

万

石

の

米

を

六

斗

ハ

武

田

へ

運

ぶ

折

な

れ

は

態

と

悪

口

を

は

し

つ

れ

、
早

打

立

給

へ

と

て

金

森

五

郎

八
・
佐

藤

六

左

衛

門
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青

山

新

七
・
加

藤

市

左

衛

門

を

差

添

被

遣

け

れ

は

、
本

多

豊

後

康

孝
・
松

平

左

近

直

乗

も

鴟

巣

へ

向

ふ

、
五

月

の

闇

に

大

河

を

渡

、
暁

方

に

馳

着

お

め

き

さ

け

ん

て

責

戦

、
奥

平

美

作

守

貞

能

は

我

か

子

の

九

八

郎

か

運

を

開

む

嬉

し

さ

に

一

際

勇

て

す

ゝ

む

、

城

中

是

を

見

て

門

の

扉

を

押

ひ

ら

き

一

度

に

切

て

出

も

み

合

セ

戦

け

れ

ハ

、
武

田

か

勢

こ

ら

へ

兼

て

散

々

に

成

行

中

に

、
元

ハ

今

川

の

家

臣

小

原

肥

前

守

、
武

田

か

家

に

有

け

る

か

一

足

も

不

退

討

死

也

、
是

を

初

と

し

て

武

田

兵

庫

頭

信

実
信
玄
ノ

弟

也

を

先

と

し

て

鴟

巣

に

有

け

る

者

一

人

も

不

残

討

れ

け

り

、
味

方

に

ハ

松

平

主

殿

助

伊

忠

討

死

な

り

、
五

月

廿

一

日

、
四

郎

勝

頼

家

臣

の

諫

を

用

す

、
長

篠

の

城

の

押

に

ハ

高

坂
源
五
郎
高
坂
弾
正
カ
総
領
也

二
男
ヲ
源
五
郎
ト
云

小
山
田
備
中
昌
辰
・
諸
我
入
道
・
相
木
市
兵
衛
・
小
泉

五

人

に

千

の

人

数

を

添

、
残

置

壱

万

六

千

を

随

か

へ

て

瀧

沢

川

を

越

て

備

た

り

、

家

康

公

是

を

御

覧

被

成

、

敵

を

方

便

に

乗

て

お

ひ

き

出

す

事

勝

（
室
賀
）
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頼

か

軍

の

つ

た

な

き

故

也

、
其

上

昨

日

鴟

巣

の

右

の

山

へ

人

数

を

揚

て

立

く

ら

へ

見

せ

候

事

、
か

た

〳
〵

以

て

勝

頼

の

軍

法

逆

也

、
今

敗

軍

有

へ

し

と

待

懸

さ

せ

給

ふ

処

に

、
武

田

の

先

勢

馬

場

美

濃

守

七

百

余

騎

を

二

手

に

分

太

鼓

を

打

て

信

長

の

左

佐

久

間

右

衛

門

尉

か

三

千

余

騎

に

て

柵

よ

り

外

の

小

塚

の

上

に

備

た

る

処

へ

突

懸

れ

ハ

、
佐

久

間

か

人

数

こ

ら

へ

す

し

て

柵

の

中

へ

引

ハ

、
は

し

め

佐

久

間

か

備

た

る

小

塚

の

上

へ

美

濃

守

山

道

の

旗

を

立

て

働

た

る

一

の

手

を

跡

へ

廻

し
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二

の

手

に

新

手

を

入

か

へ

備

た

り

、
武

田

か

中

軍

の

う

ち

内

藤

修

理
・
原

隼

人

・

安

中

・

松

本

・

中

根

五

感

白

倉

、

武

田

逍

遥

軒

を

大

将

と

し

て

甲

の

し

こ

ろ

を

か

た

ふ

け

し

つ

ま

り

却

て

信

長

の

中

軍

瀧

川

伊

予

守

か

柵

よ

り

外

に

備

た

る

に

討

ち

て

懸

る

、
瀧

川

柵

の

中

へ

追

入

ら

る

ゝ

、
木

下

藤

吉

郎

秀

吉

・

丹

羽

五

郎

左

衛

門

長

秀

五

百

余

騎

に

て

内

藤

に

突

懸

れ

ハ

、
山

縣

三

郎

兵

衛

三

千

余

騎

に

て

横

鑓

に

す

ゝ

め

て

木

下
・
丹

羽

を

突

く

つ

し

正

楽

寺

前

竹

広

の

家

康

公

の

先

陣

に

打

て

か

ゝ

る

、

味

方

へ

の

先

手

大
久
保
治
右
衛
門
忠
佐
、
兄
の
七
郎
右
衛
門
忠
世
に
申
け
る
は
、
信
長
の
御
勢
ハ
兵
也

当

手

は

主

戦

な

れ

ハ

此

方

よ

り

合

戦

を

は

し

む

へ

し

、

と

鑓

を

揃

て

待

懸

た

る

に

、
小

笠

原

掃

部
・
小

山

田

兵

衛

尉
・
跡

部

大

炊

助
・
甘

利

三

郎

四

郎
・

小

幡

兄

弟

、

武

田

典

厩

を

大

将

と

し

て

後

陣

に

押

勢

、

先

手

と

し

て

山

縣

三

郎

兵

衛

、
兵

を

進

め

て

懸

来

る

、
甲

兵

の

中

に

廣

瀬

郷

左

衛

門
・
三

科

（
と
う
て
）
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傳

左

衛

門
・
小

菅

五

郎

兵

衛

と

名

乗

て

真

先

に

進

め

ハ

、
味

方

に

は

真

先

大

久

保

兄

弟

・

渡

部

半

十

郎

則

綱

互

に

言

葉

を

懸

て

鑓

を

合

、

柵

の

中

へ

さ

つ

と

追

込

追

出

九

度

の

せ

り

合

に

小

菅

・

三

科

も

手

負

て

引

退

く

、

山

縣

今

ハ

か

な

ハ

し

と

采

拝 （
配
）

を

取

て

人

数

を

引

揚

ん

と

す

る

処

を

、
鞍

の

前

輪

の

は

つ

れ

よ

り

打

ぬ

か

れ

て

討

ち

死

也

、
武

田

か

二

手

真

田

兄

弟
・
土

屋

右

衛

門

尉

か

兵

、
敵

強

と

も

一

足

も

引

し

と

思

ひ

入

た

る

有

様

に

て

打

て

か

ゝ

れ

ハ

、

味

方

是

を

見

て

今

懸

来

敵

は

今

日

を

最

期

と

思

切

て

死

狂

ひ

せ

ん

と

見

ゆ

る

間

、

谷

深

所

又

は

溝

を

前

に

当

て

鉄

炮

を

ふ

せ

、

五

間

十

間

ま

て

引

付

打

へ

し

と

下

知

す

る

処

に

、

案

の

こ

と

く

柵

の

際

へ

寄

柵

を

引

破

ら

ん

と

ひ

し

め

く

を

鉄

炮

を

つ

る

へ

放

し

に

打

け

れ

ハ

、

勝

頼

の

宗

徒

の

勇

士

枕

を

な

ら

へ

討

死

す

、

真

田

を

は

渡

部

半

十

郎

討

取

、

望

月

を

ハ

鳥

居

彦

右

（
ひ
か
）



29
御先祖記 二

衛

門

か

手

に

て

永

田

穂

父

助

組

て

落

て

首

を

取

也

、
甲

兵

色

め

き

立

を

見

て

石

川

伯

耆

守
・

本

多

平

八

郎

・

鳥

居

彦

右

衛

門

・
平

岩

七

之

助

鑓

お

つ

取

〳
〵

鬨

の

声

を

揚

懸

れ

〳
〵

と

下

知

す

れ

は

、
御

旗

本

か

ら

も

池

水

之

助

・

井

沢

何

助

・

服

部

半

蔵

・

水

野

太

郎

佐

・

渡

部

弥

之

助

・

同

平

六

我

お

と

ら

し

と

懸

入

れ

ハ

、

武

田

か

兵

切

立

ら

れ

て

旗

本

さ

し

て

逃

て

行

、
爰

に

お

ゐ

て

小

幡

備

中

・

同

十

六

兵

衛

・

内

藤

修

理

・

原

隼

人

・

安

中

左

近

・

川

窪

備

後

・

杉

原

日

向

守

・

甘

利

藤

蔵

・

奥

津

十

郎

・

岡

部

次

郎

右

衛

門

恵

光

寺

踏

止

て

討

死

す

、

馬

場

美

濃

守

は

八

十

騎

計

に

て

初

め

戦

ひ

し

場

を

さ

ら

て

居

処

へ

一

条

右

衛

門

大

夫

懸

寄

ら

る

ゝ

、

和

田

と

い

ひ

し

同

心

、

美

濃

守

に

向

ひ

御

下

知

あ

れ

と

申

、

美

濃

守

に

つ

こ

と

笑

ひ

引

退

よ

り

外

の

事

な

し

と

云

處

に

、

勝

頼

の

大

文

字

の

小

旗

敵

に

追

れ

押

付

を

見

す

る

程

こ

そ

あ

れ

、

武

田

の

総

軍

（
作
ヵ
）
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大

崩

な

り

、
勝

頼

に

付

た

る

ハ

初

鹿

傳

右

衛

門

と

土

屋

宗

蔵

二

人

也

宗

蔵

ハ

兄

の

右

衛

門

尉

の

討

死

も

し

ら

す

、

行

衛

を

無

覚

束

思

ひ

両

度

跡

へ

乗

さ

か

る

、

勝

頼

公

、

宗

蔵

を

あ

わ

れ

に

思

ひ

給

ふ

に

よ

り

両

度

な

か

ら

馬

を

留

め

ら

れ

て

、

後

に

は

宗

蔵

を

先

に

立

て

退

給

ふ

、

其

次

に

典

厩

、

馬

乗

三

騎

歩

行

者

三

十

計

に

て

追

付

給

ふ

か

、
母

衣

を

さ

ゝ

せ

給

ハ

す

候

故

、
勝

頼

の

給

ふ

ハ

典

厩

に

さ

ゝ

せ

た

る

母

衣

ハ

紺

地

に

金

泥

に

て

武

田

四

郎

勝

頼

と

書

付

た

る

我

母

衣

也

是

を

落

し

て

退

ま

し

と

初

鹿

傳

右

衛

門

を

以

て

聞

せ

ら

る

れ

は

母

衣

串

を

は

捨

て

縨

を

は

青

木

尾

張

と

申

者

に

首

に

か

け

さ

せ

来

る

、
昔

よ

り

今

に

至

ま

て

大

将

の

お

く

れ

口

ハ

馬

進

ま

ぬ

も

の

な

れ

ハ

勝

頼

の

馬

草

臥

て

一

足

も

進

ま

す

、
然

處

に

笠

井

備

前

守

何

国

よ

り

か

見

た

り

け

ん

、
馬

を

は

や

め

来

り

て

馬

よ

り

お

り

、
我

馬

に

勝

頼

（

宣

ふ

ハ

）

（
幌
ヵ
）
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を

乗

申

、
其

身

は

勝

頼

の

馬

の

手

縄

を

取

て

戴

き

乗

て

跡

へ

引

返

し

討

死

す

、
勝

頼

の

甲

に

は

諏

訪

法

性

上

下

大

明

神

と

前

立

に

書

た

る

甲

な

り

、
炎

天

ゆ

へ

初

鹿

傳

右

衛

門

に

被

持

お

く

れ

軍

の

事

な

れ

ハ

傳

右

衛

門

是

を

捨

る

、
武

田

勝

頼

敗

軍

の

由

聞

へ

け

れ

ハ

、
長

篠

の

城

の

押

に

有

し

侍

大

将

諸

我

入

道

、

勝

頼

に

行

向

て

城

を

巻

ほ

く

し

候

半

や

と

尋

け

れ

ハ

、
早

々

巻

ほ

く

し

退

候

へ

と

の

言

葉

を

聞

、
城

を

巻

ほ

く

す

、
奥

平

九

八

郎

喰

付

出

て

是

を

し

た

ふ

、
高

坂

源

五

郎

殿

を

仕

る

踏

留

て

防

処

に

三

ヶ

所

手

負

て

終

に

は

討

死

な

り

、

小

山

田

退

時

に

清

手

縄

手

に

て

傳

右

衛

門

か

捨

た

る

諏

訪

法

性

の

甲

を

小

山

田

弥

介

か

見

付

ひ

ろ

ひ

て

帰

る

、
岩

瀬

の

渉

を

越

時

に

松

平

主

殿

介

追

懸

る

、
小

山

田

備

中

取

て

返

し

一

人

も

不

残

討

死

す

る

也

、

此

敗

軍

已

後

東

三

河

勝

頼

に

属

し

た

る

城

々

皆

あ

け

わ

た

し

申

候

（
室
賀
）

（
し
ん
が
り
）
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一

此

合

戦

前

、
御

譜

代

の

御

中

間

大

賀

弥

次

郎
異
本
ニ

弥
四
郎

と

云

者

に

奥

郡

の

代

官

を

被

仰

付

候

か

、
富

貴

な

る

ま

ゝ

に

侈

の

心

出

来

、
剰

逆

心

を

企

て

爰

か

し

こ

よ

り

悪

党

を

集

め

足

助

の

城

を

忍

ひ

取

、
勝

頼

に

内

通

仕

、
小

谷

甚

左

衛

門
・
山

田

八

蔵

を

引

入

て

勝

頼

を

岡

崎

へ

入

、
家

康

公

を

空

お

そ

ろ

し

く

も

弑

奉

ん

と

計

申

候

、
天

罰

の

か

る

ゝ

に

所

な

く

此

儀

を

穴

山

伊

豆

梅

雪

よ

り

三

州

へ

告

ら

れ

候

處

に

、

山

田

八

蔵

冥

加

の

尽

む

事

を

思

ひ

心

を

変

し

て

岡

崎

三

郎

信

康

公

へ

訴

申

に

付

、

大

賀

弥

次

郎

を

竹

の

こ

き

り

に

て

引

こ

ろ

さ

せ

ら

れ

妻

子

八

人

張

付

に

懸

る

、
此

時

勝

頼

ハ

ふ

せ

ち

ま

て

出

ら

れ

け

れ

と

も

計

略

あ

ら

ハ

れ

策

違

け

れ

ハ

、

其

よ

り

二

連

木

へ

働

給

へ

ハ

家

康

公

は

吉

田

へ

御

馬

を

向

給

ふ

、
岡

崎

三

郎

殿

ハ

山

中

法

蔵

寺

に

御

馬

を

立

給

ひ

、

は

ち

か

み

原

に

て

烈

き

攻

合

あ

り

、

勝

頼

人

数

を

引

取

長

篠

へ

押

寄

し

な

り

此

時

大

津

土

左

衛

門

・

戸

田

左

衛

門

等

鑓

ヲ

合

ス

ル

ナ

リ

（
お
ご
り
）

（
あ
ま
つ
さ
え
）

（
し
い
）

（

逃

る

ゝ

）
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一

同

年

六

月

、
家

康

公

御

馬

を

出

さ

れ

芦

田

下

野

守

幸

成

が

籠

り

た

る

二

俣

の

城

を

責

ら

れ

、
敵

兵

朝

比

奈

弥

兵

衛

先

に

進

ミ

て

松

平

彦

九

郎

を

討

、
内

藤

弥

次

右

衛

門

強

弓

を

以

て

弥

兵

衛

を

討

倒

す

、
弥

兵

衛

か

弟

弥

蔵

、

兄

が

死

骸

を

肩

に

懸

て

城

中

へ

入

ん

と

す

る

処

を

弥

次

右

衛

門

二

の

矢

を

以

て

弥

蔵

を

も

射

倒

す

、

翌

朝

芦

田

方

よ

り

此

矢

を

石

川

日

向

守

方

へ

送

り

て

此

矢

ハ

誰

人

の

矢

に

て

御

座

候

哉

、
古

の

為

朝

能

登

守

の

弓

勢

と

存

候

由

申

越

候

、
家

康

公

、
内

藤

に

感

状

を

下

さ

る

ゝ

、
二

俣

の

城

能

持

候

に

よ

り

先

指

置

れ

、
三

州

侍

を

召

よ

せ

ら

れ

一

日

能

を

あ

そ

は

し

、

次

の

日

す

わ

原

へ

御

取

詰

、

海

野

遠

山

を

破

責

事

七

月

よ

り

八

月

迄

也

、
鳥

居

彦

右

衛

門

諏

訪

原

の

城

を

う

か

ゝ

ハ

ん

と

て

乗

寄

け

る

を

城

兵

鳥

居

か

猩

々

皮

の

羽

織

を

見

知

て

是

を

射

る

、

彦

右

衛

門

か

腰

着

の

軍

配

團

に

二

つ

脇

指

に

一

つ

矢

当

る

、

其

後

腿

に

当

り

て

馬

（
天
正
三
年
）

（

諏

訪

原

）
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よ

リ

落

る

処

へ

杉

浦

藤

八

郎

寄

て

引

懸

て

退

く

故

に

彦

右

衛

門

命

た
す
か
る

、
そ
れ
よ
り
彦

右
衛
門
ハ
ち
ん
ば
な
り
、
此
城

責
の
う
ち
、
或

時
松
平

左

近

直

乗

、
菊

川

の

方

よ

り

責

寄

る

、
城

中

の

兵

門

を

開

き

出

て

戦

し

か

左

近

追

立

ら

れ

て

崩

逃

る

、
其

時

星

野

と

云

者

一

人

小

返

し

を

し

て

踏

留

る

、
そ

れ

を

討

セ

し

と

大

勢

も

り

返

し

て

敵

を

城

中

へ

追

入

る

城

よ

り

又

突

て

出

味

方

追

出

さ

る

ゝ

、
家

康

公

は

山

中

よ

り

菊

川

へ

下

る

南

の

山

に

御

旗

を

立

ら

れ

御

座

被

成

候

故

、
小

返

し

の

様

子

を

よ

く

御

覧

被

成

、
星

野

を

御

前

へ

召

れ

、
前

々

の

軍

功

ま

て

被

仰

出

御

褒

美

を

被

下

、
星

野

打

笑

ひ

、
私

か

今

日

の

事

人

跡
（
マ
マ
）

に

逃

申

一

入

お

そ

ろ

し

く

足

の

踏

所

も

不

覚

候

故

右

穴

の

中

へ

落

申

候

、

追

敵

と

も

是

を

不

存

し

て

穴

の

上

を

踏

越

て

通

り

申

候

、
漸

々

は

い

上

り

見

候

へ

ハ

、
敵

は

味

方

を

追

散

し

も

は

や

十

四

、
五

間

、
二

十

間

山

の

上

へ

引

上

る

、
味

方

は

谷

へ
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下

り

遠

し

、

今

ハ

遁

れ

ぬ

所

よ

と

存

敵

に

向

被

申

候

へ

ハ

、

味

方

も

り

返

し

城

際

へ

追

返

し

申

候

、
是

に

何

の

御

褒

美

を

給

と

申

事

の

御

座

候

ハ

ん

是

を

拝

領

仕

傍

輩

共

よ

ろ

こ

は

せ

候

半

、

と

て

御

前

に

候

酒

樽

を

三

尺

手

拭

に

て

か

ら

け

肩

け

て

罷

帰

候

、

扨

八

月

、

諏

訪

原

の

城

明

渡

返

申

候

御

年

譜

ニ

ハ

芦

田

下

野

ヲ

依

田

右

衛

門

佐

信

蕃

ト

有

、
朝

比

奈

弥

兵

衛

ヲ

又

太

郎

降

参

ト

有

、
御

年

譜
ニ

ハ

諏

訪

原

ノ

城

ハ

室

賀

小

泉

把

テ

不

降

ト

在

、
御

年

譜
ニ

ハ

室

賀

小

泉

夜

密
ニ

城

ヲ

明

退

キ

小

山

ノ

城

ヘ

籠

ル

、
家

康

公

、
松

平

周

防

守

守

忠

次
ニ

諏

訪

原

ノ

城

ヲ

守

せ

ラ

ル

、

後

松

井

ヲ

松

平
ニ

御

改

下

サ

ル

二

俣

の

芦

田

下

野

守

ハ

病

死

す

、

其

子

右

衛

門

幸

政

又

能

城

を

守

申

な

り

一

家

康

公

、
小

山

の

城

を

御

責

可

と

の

時

、
酒

井

左

衛

門

尉

申

上

る

ハ

、
信

玄

の

弓

矢

の

跡

な

れ

は

勝

頼

後

詰

有

へ

し

、

城

を

御

責

不

被

成

候

と

も

甲

州

方

の

城

々

は

次

第

に

降

参

可

仕

候

間

、

御

馬

を

入

ら

れ

て

然

由

申

上

る

、
松

平

左

近

申

上

る

は

、
小

山

の

城

御

責

可

然

存

候

、
勝

頼

、
長

篠

に

て

よ

き

侍

多

う

た

せ

、

大

に

敗

軍

仕

候

へ

ハ

五

・

三

年

の

内

な

か

〳
〵

（
か
つ
）
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後

詰

な

と

成

申

間

鋪

候

と

申

上

る

に

付

、

小

山

を

攻

ら

る

ゝ

処

に

勝

頼

二

万

余

の

人

数

を

つ

れ

、

伊

郎

ま

て

後

詰

に

出

る

に

付

、

城

を

巻

ほ

く

し

釜

塚

原

を

直

に

引

退

む

と

被

仰

処

に

、
酒

井

左

衛

門

尉

申

上

る

ハ

伊

郎

に

か

ゝ

り

引

退

給

ふ

へ

し

、
勝

頼

長

篠

に

て

能

者

を

多

く

討

セ

取

集

勢

な

れ

ハ

中

々

懸

て

一

戦

ハ

成

間

敷

と

い

う

、
家

康

公

も

尤

と

被

仰

て

伊

郎

へ

か

ゝ

り

退

給

へ

と

も

軍

ハ

な

し

、
其

時

城

よ

り

出

て

喰

留
る
酒
井
左
衛
門
尉
・
戸
田
左
衛
門
一
西
・
大
津
土
左
衛
門
時
隆
殿
を
仕
退
く
、
其
後

高

名

の

城

へ

御

馬

を

向

ら

れ

、
追

手

二

五

堂

口

へ

ハ

榊

原

小

平

太

・

本

多

平

八

郎

を

向

セ

御

旗

本

ハ

横

川

へ

御

移

り

、

鏡

山

へ

押

上

搦

手

よ

り

城

へ

責

入

に

依

て

、
城

代

朝

比

奈

又

太

郎

降

参

仕

、
扨

二

俣

の

芦

田

下

野

守

依

田

右

衛

門

ハ

大

久

保

七

郎

右

衛

門

忠

世

を

頼

降

参

仕

城

を

明

退

駿

河

田

中

へ

入
る
、
二
俣
の
城
を
は
大
久
保
七
郎
右
衛
門
に
御
預
け
被
成
候
、
此
縁
を
以
て
芦
田

（
し
ん
が
り
）
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下

野

大

久

保

七

郎

右

衛

門

か

聟

に

加

な

り

一

天

正

三

年

十

月

廿

七

日

家

康

公

平

岩

七

之

助

親

吉

に

仰

て

水

野

下

野

守

信

元

を

殺

さ

せ

給

ふ

、
子

細

は

元

信

信

長

に

背

き

狩

屋

よ

り

岡

崎

に

来

る

を

信

長

よ

り

家

康

へ

元

信

を

殺

て

給

候

へ

と

の

儀

に

依

て

也

、
家

康

公

は

其

時

分

ハ

未

御

小

身

に

て

万

事

信

長

の

意

に

御

任

候

ゆ

へ

か

一

天

正

四

年

の

春

家

康

公

御

馬

を

被

出

就

の

天

野

宮

内

左

衛

門

景

實

を

御

責

被

成

天

野

突

て

出

防

き

戦

に

味

方

先

手

打

負

大

浜

平

左

衛

門

・

大

原

大
助
討
死
仕
鵜
殿
善
六
も
追
立
ら
れ
引
退
く
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
・
同
治
右
衛
門
・

水

野

宗

兵

衛

突

懸

り

敵

を

城

内

へ

追

入

る

、
石

川
・
鳥

居
・
平

岩
・
榊

原
・
本

多

豊

後
・
松

平

左

近

も

粉

骨

を

尽

す

、
其

後

大

久

保

獄

山

に

上

り

城

中

を

見

下

し

大

筒

を

放

す

、

天

野

是

を

防

急

て

降

参

し

て

城

を

明

渡

す

一

同

年

勝

頼

高

天

神

に

武

田

方

ニ

テ

籠

ル

小

笠

原

与

八

郎

兵

糧

を

入

ん

た

め

遠

州

城

東

郡

へ

出

張
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す

、
家

康

公

よ

り

高

天

神

の

押

と

し

て

横

須

賀

に

大

須

賀

五

郎

左

衛

門

と

筧

助

大

夫

と

を

被

給

置

武

田

武

力

衰

へ

家

康

公

を

恐

れ

奉

り

て

塩

か

ひ

坂

を

出

る

事

叶

ハ

て

浜

辺

を

押

通

る

、
家

康

公

は

八

子

に

て

横

須

賀

近

辺

山

々

に

備

を

立

給

ふ

、
偖

小

笠

原

与

八

郎

と

山

縣

か

軍

代

小

菅

五

郎

兵

衛

二

軍

を

以

て

横

須

賀

へ

働

筧

助

大

夫

鉄

炮

数

百

挺

を

以

て

打

立

さ

す

る

ゆ

へ

小

菅

小

笠

原

不

叶

し

て

退

く

、
此

時

家

康

公

御

合

戦

可

被

成

と

有

を

内

藤

四

郎

右

衛

門

申

留

む

、
勝

頼

も

合

戦

と

こ

の

ま

れ

参

れ

と

も

高

坂

弾

正

留

申

故

た

か

ひ

に

御

合

戦

な

し

一

同

五

年

八

月

勝

頼

二

万

計

に

て

横

須

賀

迄

働

浜

辺

に

陣

と

る

、
家

康

公

御

父

子

横

須

賀

の

城

四

町

北

な

る

丸

山

に

御

旗

を

立

ら

れ

諸

勢

ハ

浜

辺

へ

押

出

備

た

り

、
其

間

入

江

な

る

故

鉄

炮

せ

り

合

計

也

、
信

康

は

鈴

木

長

兵

衛

と

云

者

一

人

召

連

勝

頼

の

旗

立

た

る

所

よ

り

二

町

程

近

所
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迄

乗

寄

物

見

を

被

成

、
家

康

公

へ

御

合

戦

を

進

め

ら

る

家

康

公

被

仰

候

ハ

敵

ハ

大

軍

味

方

ハ

小

勢

切

所

を

も

構

へ

す

□

ん

る

方

便

な

く

し

て

懸

合

合

戦

ハ

利

有

へ

か

ら

す

と

て

御

合

戦

な

し

、
味

方

原

御

合

戦

よ

り

軍

か

功

者

に

御

成

候

な

り

一

同

年

十

二

月

十

日

家

康

公

従

四

位

下

、
同

廿

九

日

左

近

衛

権

少

将

に

任

さ

せ

給

ふ此
本
ニ
ハ
天
正
七
歳
ト
有
末
ニ
記
ス

三

河

記

ニ

云

天

正

五

丑

歳

信

康

卿

御

台

所

ヨ

リ

酒

井

左

衛

門

尉

ヲ

被

遣

信

康

御

事

ヲ

十

ヶ

条

御

書

付

被

遣

于

時

信

長

左

衛

門

ニ

御

聞

被

成

三

々

存

候

ト

御

請

申

上

ル

其

時

信

長

家

康

公

へ

正

本

ノ

通

被

仰

遣

候

家

康

公

高

モ

賎

モ

子

ノ

カ

ハ

ユ

キ

事

ハ

同

前

也

十

ヶ

条

ノ

目

録

ヲ

不

残

ノ

存

タ

リ

ト

申

故

信

長

モ

斯

被

仰

也

信

康

卿

者

左

衛

門

カ

讒

言

ニ

依

テ

腹

ヲ

切

ス

ル

也

我

モ

大

敵

ヲ

抅

へ

信

長

ニ

背

テ

ハ

ナ

ラ

ス

不

及

是

非

ト

御

意

也

于

時

平

岩

七

之

助

申

上

ル

ハ

信

長

卿

御

生

害

被

成

ハ

御

後

悔

モ

可

有

然

ラ

ハ

某

御

守

ノ

儀

ニ

候

ヘ

ハ

万

事

某

カ

態

ト

被

仰

候

テ

某

カ

首

ヲ

信

長

ヘ

被

差

上

候

ハ

ヽ

信

長

モ

某

カ

首

ノ

参

上

ニ

テ

御

心

ヤ

ハ

ラ

キ

給

ヘ

シ

兎

角

某

カ

首

早

々

被

遣

候

ヘ

ト

申

上

ル

仰

ニ

云

汝

カ

首
ヲ
遣

シ
信
康
カ
命
ヲ
モ
ラ
ウ
ヘ
ケ
レ
ト
モ
左
衛
門
カ
サ
ヽ
ヘ
ノ
上
ハ
ト
カ
ク
成
マ
シ
汝
カ
心
入
ハ
忝

ケ

レ

ト

モ

汝

カ

首

遣

シ

テ

モ

不

事

行

時

ハ

損

ノ

上

ノ

損

也

恥

ノ

上

ノ

辱

也

不

便

ナ

レ

ト

モ

岡

崎

ヲ

出

せ

ト

仰

在

テ

大

浜

へ

御

越

ソ

レ

ヨ

リ

モ

堀

江

ヘ

御

越

天

正

五

丁

丑

十

五

日

御

生

害

也

御

台

ト

御

中

一
ノ
巻
御
系
図
ニ
ハ

天
正
七
年
八
月
十
五
日

御
生
害
ト
有
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不

和

故

也

御

姫

二

人

御

座

ス

御

中

ナ

ル

ニ

余

リ

ム

コ

キ

御

仕

合

也

云

々

私

ニ

云

御

台

ヨ

リ

左

衛

門

ヲ

御

使

ニ

テ

仰

遣

サ

レ

候

モ

廣

忠

公

ノ

御

時

織

田

弾

正

殿

ヘ

左
衛
門
別
心
ノ
義
ア
リ
此
ヨ
シ
ミ
モ
ア
ル
ヘ
キ
カ
浜
松
ヘ
不
申
上
尾
州
へ
行
シ
ハ
逆
心
成
ヘ
シ

一

天

正

六

年

三

月

勝

頼

遠

州

馬

伏

塚

へ

出

張

の

時

家

康

公

御

旗

本

よ

り

大

須

賀

弥

吉

甥

ナ

リ

五
郎
左
衛
門
カ

二

十

一

歳

軍

法

を

背

き

一

人

進

出

高

名

を

遂

帰

る

、
然

と

い

へ

と

も

軍

法

を

相

背

に

よ

り

御

意

に

違

ふ

本

多

平

八

を

頼

走

入

家

康

公

御

自

身

本

多

か

門

へ

被

成

御

座

平

八

郎

達

而

大

須

賀

を

か

こ

ふ

に

付

て

ハ

本

多

共

に

御

成

敗

□

被

仰

て

共

後

酒

井

左

衛

門

か

子

小

五

郎

出

て

御

佗

を

申

す

ヘ

共

無

御

願

引

終

に

牧

野

半

右

衛

門

所

に

て

切

腹

仕

る

一

天

正

七

已

卯

台

徳

院

殿

秀

忠

公

浜

松

に

て

御

誕

生

也

、
三

日

以

前

に

内

藤

四

郎

左

衛

門

か

爰

に

白

張

物

衣

束

を

着

た

る

老

人

四

郎

左

衛

門

か

□

の

上

に

立

て
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咲

花

に

和

泉

河

内

の

お

さ

ま

り

て

こ

か

ね

の

橋

を

を

わ

た

す

米

倉

と

云

捨

て

門

を

飛

越

る

、
四

郎

左

衛

門

夢

心

に

追

懸

、
是

ハ

何

国

よ

り

の

御

使

と

問

け

れ

は

、

老

人

の

云

、

当

町

八

幡

よ

り

と

答

る

を

見

て

夢

は

覚

た

り

、

其

日

皆

人

に

か

た

る

家

康

公

、

壬

寅

之

御

歳

也

、

秀

忠

公

二

十

六

之

御

年

甲

辰

、

家

光

公

御

誕

生

也

家

光

公

三

十

八

之

御

年

辛

巳

、

嚴

有

院

殿

家

綱

公

御

誕

生

也

一

同

年

八

月

四

日

、
家

康

公

へ

信

長

公

よ

り

被

申

進

候

ハ

、
岡

崎

三

郎

殿

、
勝

頼

と

心

を

合

、
家

康

公

へ

逆

心

の

企

其

隠

な

し

、
其

上

三

郎

殿

お

こ

な

ひ

法

に

背

き

治

国

の

御

器

量

無

之

に

付

、
先

大

浜

へ

被

遣

、
又

堀

江

へ

御

移

し

、

同

月

廿

九

日

、

信

康

の

御

母

を
瀬
名
ノ
娘

号
築
山
殿

害

し

給

ふ

、

信

康

を

又

二

俣

の

城
へ
被
移
、
同
九
月
十
五
日
に
御
切
腹
被
成
候
へ
、
と
て
御
介
錯
に
は
服
部
半
蔵

検

使

に

は

天

方

山

城

を

被

遣

、
信

康

被

仰

候

は

、
父

に

向

て

弓

を

引

ん

事

天

道

も

い

か

て

守

ら

ん

、
な

ん

そ

其

企

あ

ら

ん

、
讒

人

の

訴

遁

る

ゝ

に

（
天
正
七
年
）
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所

な

し

、
死

骸

を

ハ

大

樹

寺

へ

送

る

へ

し

、
と

て

二

人

の

御

娘

の

事

を

被

仰

置

、

御

年

二

十

一

に

て

御

切

腹

な

り

、

服

部

半

蔵

御

首

を

打

得

さ

り

け

れ

ハ

天

方

山

城

御

首

を

打

申

也

御
娘
一
人
ハ
後
小
笠
原
兵
部
大
輔
ニ

嫁
ス
、
一
人
ハ
後
本
多
美
濃
守
忠
政
ニ

嫁
ス

一

天

正

七

年

九

月

、

家

康

公

御

馬

を

出

さ

れ

、

松

平

甚

太

郎

家

忠

・

牧

野

右

馬

允

康

成

に

被

仰

付

、

駿

河

用

船

の

城

三

浦

兵

部

・

向

井

伊

賀

守
御
年
譜
ニ
ハ

伊
豆
守
ト
有

を

責

さ

せ

ら

る

ゝ

、
城

中

よ

く

防

候

と

い

へ

と

も

、
家

康

公

壱

万

余

に

て

被

責

ゆ

へ

戦

ひ

負

、

三

浦

ハ

一

色

左

京

に

う

た

れ

、

向

井

ハ

尾

崎

半

平

に

討

れ

て

落

城

す

、

其

よ

り

家

康

公

、

由

井

、

倉

沢

迄

御

焼

働

被

遊

、

其

時

勝

頼

ハ

沼

津

に

居

給

ふ

か

此

由

き

か

れ

、

早

々

川

中

ま

て

馬

を

進

め

河

の

出

た

る

を

越

て

家

康

公

へ

向

ハ

る

へ

き

と

被

致

候

へ

と

も

、
家

康

公

御

軍

法

よ

く

遠

め

を

御

越

被

成

候

間

、

伊

郎

へ

御

引

取

ゆ

へ

合

戦

は

な

し

（
も
ち
ぶ
ね
）
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一

天

正

八

年

正

月

五

日

、

家

康

公

従

四

位

上

に

叙

し

給

ふ

一

同

年

家

康

公

、

高

天

神

を

責

ら

れ

ん

た

め

獅

子

か

鼻

に

付

城

を

被

成

人

数

を

籠

置

せ

給

ひ

、

十

月

よ

り

御

攻

、

高

天

神

に

は

武

田

か

宗

徒

の

者

と

も

籠

置

ゆ

へ

す

み

や

か

に

落

す

一

天

正

九

年

巳

三

月

、
家

康

公

御

馬

を

出

さ

れ

手

痛

せ

め

ら

る

ゝ
三
河
記
ニ
ハ

此

城

責

向

城
ヲ
取
大
堀
ヲ
ホ
リ

大
柵
ヲ
付
テ
攻
落
ト
有

信

長

よ

り

の

御

加

勢

に

は

佐

々

内

蔵

助
・
野

村

三

十

郎

来

る

、
城

代

岡

部

丹

後

を

初

三

浦

右

近
・
同

雅

楽

之

助
・
松

尾

若

狭

守
・
神

尾

但

馬
・
江

戸

右

馬

頭
・
同

主

税

、
城

を

枕

と

し

て

一

人

も

不

残

討

死

也

、
岡

部

丹

後

を

は

大

久

保

七

郎

右

衛

門

か

手

に

て

本

多

主

水

組

て

討

也

、
主

水

、
岡

部

か

首

を

谷

へ

取

落

し

夜

明

て

取

て

帰

る

也

、
其

首

を

大

久

保

か

同

心

鵜

殿

石

見

に

見

せ

て

よ

り

丹

後

か

首

と

し

る

ゝ

な

り

首

三

十

八

鈴

木
越

中

守

太

郎

両

人

か

手

へ

取
（
て
い
た
く
）
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首
十
八

本
田
作
左
衛
門

首
十
八

水
野
国
松

同
六

菅
沼
八
郎
右
衛
門

同
七

内
藤
三
左
衛
門

同
七

戸
田
三
郎
右
衛
門

同
二
十
一

本
多
彦
次
郎

此

首

ト

モ

ヲ

信

長

公

ノ

両

使
ニ

ハ

不

見

せ

、
我

主

コ

ソ

大

事

ナ

レ

ト

家

康

公

へ

計

御

目
ニ

掛

ル

ユ

ヘ

、

信

長

、

戸

田

ヲ

後
ニ

御

悪

ミ

ア

リ

ケ

リ

同
十
六

石
川
長
門
守

同
百
七
十
七

大
須
賀
五
郎
左
衛
門

同
四
十

石
川
伯
耆
守

同
十

松
平
上
野
介

同
五
十
二

本
多
平
八
郎

同
六

林
庄
左
衛
門

同
六
十
四

大
久
保
七
郎
右
衛
門

同
四
十
一

榊
原
小
兵
太

同
十
九

鳥
居
彦
右
衛
門

同
五

松
平
玄
番
允

同
五

松
平

赭

同
五

久
野
三
郎
左
衛
門

同
五

牧
野
官
八

同
五

岩
瀬
清
介

同
七

近
藤
平
右
衛
門
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惣

数

七

百

三

十

也

一

天

正

八

年

五

月

、

藤

枝

迄

御

働

の

節

、

用

船

に

武

田

侍

朝

比

奈

駿

河

守

政

貞

罷

在

候

処

、
彼

か

手

よ

り

長

谷

川

左

近
・
須

藤

左

門
・
石

川

五

郎

作
・

天

野

角

右

衛

門
・
桜

井

兵

庫
・
朝

比

奈

市

兵

衛
・
同

小

隼

人
・
矢

部

弥

三

郎
・
庵

原

傳

内

等

出

て

遠

め

を

こ

へ

て

鉄

炮

を

打

懸

る

、
石

川

伯

耆

守

敵

陳
を

見

切

に

続

く

勢

も

な

し

、

然

ハ

と

う

め

を

引

お

ろ

さ

せ

可

打

取

と

下

知

を

加

ふ

る

に

、

敵

方

便

に

乗

て

人

数

を

引

お

ろ

し

た

る

を

見

す

ま

し

て

酒

井

河

内

守
・
内

藤

弥

次

右

衛

門
・
松

平

和

泉

守
・
同

周

防

守
・

平

岩

七

之

助

・

鈴

木

喜

三

郎

打

て

懸

る

、

武

田

方

敗

軍

し

て

桜

井

兵

庫

ハ

須

田

文

平

に

討

れ

、
朝

比

奈

市

兵

衛

ハ

天

野

小

菅

右

衛

門

に

討

れ

け

り

朝

比

奈

駿

河

守

ハ

久

野

覚

之

助

と

云

者

を

以

て

此

軍

を

見

セ

し

め

け

れ

と

も

、

家

康

公

の

武

威

を

恐

れ

て

出

合

不

申

な

り

（
い

は
ら
）

（
陣
）
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駿
河
守
ハ
初
ヨ
リ
山
下
ヘ
ヲ
リ
ズ
、
跡
ニ

備
山
上
ニ

居
タ
ル
ト
見
ヘ
タ
リ
、
文
言
読
分
カ
タ
シ
、
廿
日

田

中

ノ

城

主

依

田

信

番

和

ヲ

乞

テ

甲

州

ヘ

走

、

廿

一

日

、

持

船

朝

比

奈

駿

河

守

ヲ

請

ル

ナ

リ

一

天

正

十

年

午

二

月

、
勝

頼

退

治

と

し

て

織

田

信

長

公

よ

り

嫡

子

信

忠

卿

に

五

万

人

を

添

て

木

曽

口

へ

出

さ

れ

、
信

長

公

ハ

七

万

人

の

着

到

に

て

伊

奈

口

へ

向

ハ

る

ゝ

に

付

て

、
同

十

八

日

に

家

康

公

ハ

三

万

人

に

て

駿

河

へ

御

馬

を

出

さ

れ

、
北

条

氏

政

も

関

東

口

に

出

ら

れ

武

田

滅

亡

の

時

や

来

り

け

む

、
一

族

旧

臣

悉

く

勝

頼

を

背

く

ゆ

へ

一

戦

に

も

及

は

す

、
勝

頼

ハ

天

目

山

の

下

田

野

と

云

所

に

て

生

害

也

、
穴

山

梅

雪

と

曽

根

下

野

ハ

遠

州

口

の

押

と

し

て

江

尻

の

城

に

置

れ

候

へ

し

か

と

も

、
信

玄

死

去

よ

り

穴

山

ハ

家

康

公

へ

、
曽

根

は

信

長

公

へ

内

通

有

之

候

故

、
此

度

家

康

公

よ

り

招

せ

給

へ

ハ

早

速

随

ひ

申

、

則

穴

山

梅

雪

御

案

内

仕

、

駿

河

の

河

内

口

よ

り

甲

州

文

殊

堂

の

麓

市

川

口

へ

乱

入

仕

給

ふ

也

信

長

ハ

勝

頼

を

亡

し

、

甲

州

仕

置

に

ハ

川

尻

与

兵

衛

を

残

し

、

駿

河

国
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を

は

家

康

公

へ

加

増

と

し

て

ま

い

ら

せ

ら

れ

、
四

月

上

旬

に

上

洛

有

家

康

公

よ

り

御

馳

走

と

し

て

駿

河

・

遠

江

・

三

州

御

持

三

ヶ

国

の

道

橋

を

作

ら

せ

、
兵

糧

ハ

不

申

及

馬

の

飼

料

ま

て

補

行

あ

そ

は

し

天

龍

川

に

は

小

栗

仁

右

衛

門

・

浅

井

助

六

・

大

橋

某

に

被

仰

付

舟

橋

を

懸

さ

せ

ら

る

ゝ

四

月

十

一

日

、
大

宮
ニ

テ

家

康

公

へ

一

文

字

ノ

刀

、
吉

光

ノ

脇

差

ヲ

信

長

公

ヨ

リ

被

進

、
十

六

日

浜
松
ニ

テ

御

馳

走

ノ

時

、

酒

井

忠

次
ニ

金

弐

百

両

、

貞

光

ノ

太

刀

ヲ

信

長

ヨ

リ

給

一

同

五

月

、

家

康

公

、

信

長

公

を

請

さ

せ

給

ふ

為

御

礼

、

穴

山

梅

雪

を

御

同

道

に

て

十

五

日

安

土

へ

着

御

な

り

、
信

長

公

よ

り

大

宝

坊

を

御

旅

館

に

し

つ

ら

ハ

れ

、

明

智

日

向

守

光

秀

を

御

馳

走

に

被

付

十

九

日

に

は

惣

見

寺

に

て

幸

若

八

郎

九

郎

に

舞

を

ま

は

せ

、

又

丹

波

の

若

太

夫

に

能

を

さ

せ

て

家

康

公

を

御

慰

め

也

、
同

廿

日

に

ハ

高

雲

寺

の

御

殿

へ

家

康

公

を

御

招

請

な

り

、
御

相

伴

に

は

穴

山

梅

雪
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酒

井

左

衛

門

尉

・

石

川

伯

耆

守

也

、
信

長

公

自

身

御

給

仕

に

て

珍

膳

を

進

め

ら

れ

、

其

後

家

康

公

の

御

手

を

引

天

守

へ

あ

か

ら

せ

ら

る

ゝ

安

土

の

天

守

は

二

重

石

垣

に

し

て

七

重

に

組

上

る

也

、
高

さ

十

二

間

竪

ハ

南

北

に

て

二

十

間

、
横

ハ

東

西

へ

十

七

間

也

、
天

正

四

年

の

春

よ

り

力

士

ほ

し

の

こ

と

く

に

馳

て

石

を

揚

、
巧

匠

霧

間

の

大

廈

し

ゆ

ん

う

高

堂

の

碧

虚

に

し

の

け

る

も

の

ハ

夜

摩

と

う

り

の

壮

麗

を

極

め

直

欄

横

檻

の

す

ひ

か

ひ

に

そ

ひ

へ

、
風

景

嘉

陵

三

百

里

の

山

水

も

及

か

た

し

、

信

長

公

色

を

か

へ

品

を

か

へ

て

さ

ま

〳
〵

の

御

馳

走

被

遊

候

同

廿

一

日

、
家

康

公

御

上

洛

被

遊

、
そ

れ

よ

り

大

坂

へ

御

越

被

成

候

、
穴

山

梅

雪

も

御

同

道

な

り

一

同

年

六

月

二

日

、

明

智

日

向

守

光

秀

逆

心

を

企

て

、

京

本

能

寺

に

信

長

公

被

成

御

座

候

処

へ

押

懸

生

害

さ

せ

申

、

家

康

公

ハ

和

泉

の

（
か
）

（

忉

利

）
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堺

に

被

成

御

座

候
而

此

由

被

聞

召

、

す

く

に

都

へ

御

の

ほ

り

明

智

と

有

無

の

一

戦

と

被

仰

候

處

に

、
酒

井

・
石

川

申

上

候

ハ

、
小

人

数

に

て

御

合

戦

如

何

と

存

候

間

、
重

て

人

数

を

催

し

御

退

治

被

遊

候

へ

と

達
而

申

上

る

さ

ら

ハ

宇

治

醍

醐

を

へ

て

帰

ら

ん

に

は

同

前

に

て

日

向

守

と

戦

ハ

さ

ら

ん

も

口

惜

、
其

上

瀬

田

の

橋

も

焼

た

る

へ

け

れ

ハ

、
と

て

伊

勢

の

山

越

を

打

て

御

通

り

被

成

に

、

一

揆

と

も

悉

お

こ

り

道

を

さ

へ

き

ら

ん

と

致

候

へ

と

も

、
伊

賀

・
甲

賀

の

者

と

も

忠

を

尽

し

御

供

仕

る

、
其

上

剛

兵

に

ハ

疵

付

事

な

く

六

月

三

日

伊

勢

国

四

日

市

に

着

御

、

そ

れ

よ

り

御

船

に

召

れ

尾

州

智

多

郡

と

こ

な

へ

に

着

津

被

成

、
無

事

故

浜

松

へ

御

帰

城

也

穴

山

梅

雪

ハ

家

康

公

の

御

供

仕

候

ハ

て

信

濃

路

へ

御

廻

り

に

て

候

と

て

御

供

な

き

ゆ

へ

山

城

宇

治

田

原

に

て

一

揆

に

こ

ろ

さ

れ

給

ふ

な

り

一

家

康

公

、
三

州

大

浜

に

一

日

御

逗

留

に

付

、
本

多

庄

左

衛

門
初
名

百
助

を

殺

む

と

（

常

滑

）
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す

る

川

尻

、

前

か

と

原

隼

人

衆

の

内

古

屋

平

三

郎

を

小

性

に

か

ゝ

へ

置

た

る

を

頼

て

た

す

け

く

れ

候

へ

と

申

候

へ

共

、
地

下

人

こ

ら

へ

す

終

に

川

尻

を

殺

す

な

り

一

信

長

公

生

害

を

聞

、

瀧

川

左

近

・

森

庄

藏

森
三
左
衛
門
可
成

嫡

子

後

武

蔵

守

毛

利

河

内

守

秀

包

も

皆

逃

の

ほ

り

た

る

故

、
甲

州

・

駿

河

・

信

濃

・

上

野

明

国

と

成

故

北

条

氏

政

も

上

杉

景

勝

も

此

国

々

を

望

て

打

出

る

、
家

康

公

御

人

数

は

尾

州

へ

長

谷

川

与

次

・

矢

部

善

七

に

頼

れ

鳴

海

・

清

州

ま

て

出

さ

れ

つ

る

か

、
信

長

よ

り

給

候

駿

河

へ

未

し

か

〳
〵

と

も

打

入

も

致

候

ハ

ぬ

と

御

断

被

成

、
早

々

駿

河

へ

御

馬

を

出

さ

る

ゝ

な

り

、
田

中

の

城

に

高

力

与

左

衛

門

、
江

尻

に

本

多

作

左

衛

門

、
長

窪

に

牧

野

右

馬

允

、
沼

津

に

松

平

周

防

守

を

被

差

置

、

扨

北

条

氏

直

五

万

五

千

に

て

信

州

河

中

嶋

へ

働

る

ゝ

、

景

勝

も

信

濃

を

望

人

数

を

出

さ

れ

筑

摩

川

を

隔

一

戦

を

以

て

備

た

る
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を

気

遣

、
相

州

へ

引

返

さ

る

ゝ

か

、
甲

州

を

取

へ

し

と

て

押

来

る

よ

し

聞
召
、
酒
井
左
衛
門
尉
・
松
平
殿
頭
・
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
・
大
久
保
七
郎
右
衛
門
・
石
川

左

衛

門

大

夫

、
穴

山

衆

に

ハ

有

角

大

学
・
穂

坂

常

陸

を

先

と

し

て

被

指

越

此

衆

信

州

善

光

寺

に

て

盆

祭

を

い

た

し

、
信

州

諏

訪

の

城

請

取

に

行

に

、
信

州

梶

か

原

に

て

北

条

衆

に

打

合

、
其

時

酒

井

左

衛

門

尉

と

大

久

保

七

郎

右

衛

門

と

殿

を

争

ひ

い

つ

れ

と

も

定

か

た

し

、
岡

部

次

郎

右

衛

門

乞

請

て

六

百

の

人

数

に

て

大

軍

の

北

条

衆

を

上

道

十

二

里

の

う

ち

八

里

の

間

に

て

三

十

二

度

ま

て

退

る

な

り

七

月

九

日

、
甲

州

へ

着

御

、
十

八

日
ニ

諏

訪

へ

人

数

ヲ

被

置

候

所
ニ

、
諏

訪

安

芸

守

頼

忠

約

ヲ

変

し

て

御

敵

ト

成

り

、
松

平

又

七

郎

家

信

カ

陣

ヲ

襲

、
同

廿

六

日

、
味

方

伏

兵

ヲ

以

テ

敵

十

余

人
ヲ
殺
ス
、
同
日
信
濃
二
郡
ヲ
依
田
右
衛
門
佐
信
番
ニ

被
下
之

一

北

条

氏

政

、

そ

れ

よ

り

旗

本

を

は

甲

州

乙

事

に

陣

し

、

黒

駒

に

は

北

条

左

衛

門

佐

、

笹

子

峠

に

ハ

北

条

安

房

守

陳 （
陣
）

を

取

て

駒

飼

迄

足

軽

を

（
音
骨
又
は
乙
乞
）
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懸

る

、

恵

林

寺

筋

縦

坂

へ

は

黒

沢

上

野

介

陳 （
陣
）

取

、

天

目

山

に

は

風

間

孫

右

衛

門

陣

取

な

り

一

甲

州

士

の

内

武

田

衆

ハ

人

質

を

召

連

家

康

公

の

御

迎

に

出

、
甲

州

柏

坂

の

隆

勝

山

と

い

ふ

処

に

取

出

を

築

、

御

陳 （
陣
）

城

に

構

御

馬

を

奉

待

故

、
七

月

十

九

日

、
浜

松

を

御

立

廿

四

日

甲

州

へ

御

着

、
右

の

勝

山

に

御

旗

を

立

ら

れ

、

則

此

所

に

服

部

半

蔵

を

指

置

れ

、

左

府

一

条

右

衛

門

大

夫

被

成

御

座

候

所

、

武

田

被

官

の

侍

御

礼

申

上

候

は

今
井
九
兵
衛

遠
山
右
馬
助

横
田
甚
五
郎

五
味
主
殿
介

城
伊
庵

同
織
部

工
藤
随
斎

同
市
兵
衛

西
山
十
右
衛
門

市
川
伊
勢
斎
次
郎

武

藤

三

河

入

道

松

月

斎

川
窪
新
十
郎

今
福
求
馬

駒
井
右
京

小
見
山
又
七
郎

右

大

久

保

新

十

郎

を

以

て

御

礼

申

上

る
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一

若
御
子
口
へ
榊
原
小
平
太
・
大
須
賀
五
郎
左
衛
門

一
ヱ
ン
ニ
被
下
一
ノ
大
身
也

五

百

騎

大

将

城

小

笠

原

土
居
豊
後

三

頭

被

遣

候

、
是

ハ

古

府

中

へ

敵

を

よ

す

ま

し

き

た

め

也

、
恵

林

寺

筋

大

野

に

取

出

の

城

を

築

て

松

平

玄

番
・
内

藤

弥

次

右

衛

門
・
曽

根

下

野

を

指

向

ら

る

有

之
甲

州
ト

テ

則

落

去

ノ
城時
ニ信
川

東
長

公
ヲ下
添野
テカ
取高
セ

ラ

ル

ヽ

國

寺

の

城
、ニ
家

康
在

シ
公ヲ
甲呼
駿出
信シ
御

手
兼

テ
ニ内
入通
テ

譜

代

ノ

主

ニ

逆

心

ハ

本

意

ニ

非

ス

ト

ノ

仰

也

後

曽

根

カ

川

東

ヲ

御

取

返

シ

被

成

候

義

ハ

八

代

の

小

山

へ

鳥

居

彦

右

衛

門

百

三

十

騎

雑

兵

六

百

に

て

つ

か

ハ

さ

る

、
後

に

三

宅

宗

左

衛

門
・
菅

沼

藤

蔵

を

被

遣

候

は

甲

州

と

北

条

ハ

親

類

な

り

、
家

康

は

他

人

ゆ

へ

甲

州

侍

自

然

に

う

ら

か

へ

り

検

使

を

可

打

取

と

の

御

心

つ

か

ひ

な

り

一

天

正

十

午

年

七

月

廿

九

日

よ

り

家

康

公

と

北

条

氏

直

と

対

陣

な

り

此

日

曲

渕

庄

左

衛

門

新

府

よ

り

若

御

子

へ

二

里

若

御

子

よ

り

長

沢

へ

二

里

半

合

て

四

里

半

の

間

を

見

切

、
家

康

公

御

家

人

甲

州

不

案

内

ゆ

へ

曲

渕

か

見

積

に

て

備

を

立

さ

す

る

に

備

立

様

能

故

氏

直

五

万

五

千
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の

旗

本

と

北

条

左

衛

門
・
同

安

房

守
・
黒

沢

上

野
・
風

間

孫

右

衛

門

と

四

手

指

向

た

る

を

一

つ

に

寄

さ

す

る

ハ

曲

渕

か

武

功

な

る

へ

し

一

八

月

九

日

北

条

方

よ

り

松

平

玄

番
・
内

藤

弥

次

右

衛

門

か

大

野

の

陣

へ

五

百

程

に

て

夜

討

し

張

番

の

者

三

十

余

人

討

取

、
残

者

共

を

取

出

へ

追

込

帰

る

処

を

甲

州

侍

共

勝

沼

の

町

に

て

追

付

敵

廿

四

人

討

取

内

風

間

孫

右

衛

門

か

聟

三

沢

甚

四

郎

と

云

者

は

采

拝

を

持

た

る

者

な

る

を

御

手

洗

五

郎

兵

衛

討

取

な

り

一

八

月

十

二

日

北

条

左

衛

門

佐

兵

を

卒

し

て

古

府

中

へ

寄

る

、
鳥

居

彦

右

衛

門

元

忠
・
水

野

藤

十

郎

康

成
・
松

平

備

後

守

清

宗
・
三

宅

宗

左

衛

門

康

貞

戦

打

勝

、
又

の

日

味

方

千

百

余

に

て

黒

駒

に

て

左

衛

門

と

戦

て

首

数

弐

千

六

百

七

十

三

打

取

、
辻

甚

内
・
高

橋

次

右

衛

門
・
中

根

七

右

衛

門
・
土

屋

次

郎

右

衛

門
・
水

野

藤

十

郎

能

敵

を

討

て

高

名

仕

、
北

条

左

衛

門

ハ

馬

草
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臥

た

る

故

鎌

嶋

か

馬

を

か

り

て

漸

々

谷

村

迄

引

取

也

一

駿

河

沼

津

に

て

ハ

松

平

周

防

守

木

瀬

川

を

越

北

条

衆

と

セ

り

合

有

与

力

の

う

ち

岡

部

・

都

筑

其

外

少

々

集

り

勢

三

嶋

表

へ

刈

田

に

行

け

る

に

北

条

衆

の

八

重

か

ま

り

に

乗

懸

り

岡

田

藤

八
・
都

築

助

太

夫

を

初

数

多

三

嶋

千

貫

樋

に

て

う

ち

死

す

、
星

野

と

云

侍

甥

と

子

と

三

人

踏

留

り

せ

り

合

の

場

中

の

高

名

仕

、
相

支

に

よ

り

味

方

も

少

々

も

り

か

え

す

、
敵

ハ

勝

に

乗

て

次

第

に

人

数

か

さ

む

ゆ

へ

始

終

こ

ら

へ

か

た

き

所

な

れ

は

馬

引

寄

打

乗

候

に

甥

や

子

の

馬

の

乗

様

を

見

て

か

様

の

お

く

れ

軍

に

は

馬

の

頭

を

敵

の

方

へ

向

て

乗

も

の

な

れ

と

て

敵

は

間

近

く

進

来

る

に

是

を

見

習

へ

と

て

馬

よ

り

飛

お

り

乗

な

を

し

て

見

す

る

間

に

若

者

共

を

先

へ

立

引

退

く

ノ

カ

サ

ル

ユ

ヘ

ニ

如

斬

ス

ル

甥

子

ト

モ

ヲ

先

ヘ

退

ト

云

ト

モ

諸

人

是

を

ほ

む

れ

ハ

我

は

逃

る

事

の

上

手

に

て

先

年
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菊

川

に

て

も

古

穴

へ

落

入

た

る

と

て

笑

ふ

一

駿

河

の

海

賊

衆

伊

豆

豆

城

を

破

て

敵

を

討

取

、
こ

と

に

向

井

兵

庫

采

拝

持

た

る

敵

を

討

取

一

九

月

初

信

州

伊

奈

侍

大

将

保

科

弾

正

正

誓

紙

を

以

家

康

公

御

被

官

に

成

、
同

所

小

笠

原

掃

部

太

夫

掃

部

助

、

信

長

ヘ

忠

節

可

仕

由

以

使

申

ト

二

月

十

四

日

信

州

松

尾

之

城

主

小

笠

原
云

云

同

所

晴

近

衆

・

服

部

衆

又

千

久

与

左

衛

門

御

味

方

に

罷

成

、
松

岡

刑

部

は

井

伊

兵

部

を

以

て

申

上

る

故

則

兵

部

か

被

官

与

力

に

被

仰

付

也

一

芦

田

小

屋

ハ

北

条

方

な

れ

ハ

味

方

よ

り

曽

根

下

野

百

二

十

騎

・

岡

部

次

郎

右

衛

門

三

十

騎
・
植

松

弥

蔵
・
釼

持

弥

七

合

三

十

三

騎

と

今

福

求

馬

三

井

十

右

衛

門
・
川

窪

新

十

郎

其

外

三

十

一

人

ハ

武

田

勝

頼

の

小

性

也

其

故

終

に

軍

に

あ

ハ

す

候

間

幸

今

度

芦

田

小

屋

へ

参

敵

に

合

見

習

以

来

ハ

御

小

性

組

に

て

召

仕

と

て

被

遣

候

、
則

芦

田

小

屋

へ

参

候

と



57
御先祖記 二

せ

り

合

有

、
横

田

甚

五

郎

、
敵

を

馬

に

て

乗

倒

し

妹

聟

日

向

傳

次

に

高

名

さ

す

る

、

今

福

求

馬

・

三

井

十

右

衛

門

勝

た

る

働

有

、

十

月

廿

一

日

望

月

を

破

る

、

城

主

源

五

郎

落

行

、

此

刻

横

田

甚

五

郎

・

金

井

原

与

十

郎

と

云

誉

の

者

を

討

取

也

、

廿

六

日

、

芦

田

小

屋

の

敵

を

悉

く

切

た

や

す

、

北

条

方

所

々

に

て

打

負

に

付

て

、

氏

直

、

家

康

公

へ

無

事

を

御

入

、

駿

河

・

甲

斐

・

信

濃

を

家

康

公

へ

御

渡

し

、

氏

直

は

上

野

支

配

の

御

約

束

に

て

候

、
其

上

氏

直

、
家

康

公

の

御

聟

に

被

成

候

に

定

て

、

天

正

午

年

十

一

月

退

却

也

十

月

、

家

康

公

、

依

田

右

衛

門

佐

信

番

・

真

田

安

房

守

昌

幸

ヲ

以

テ

ウ

ス

イ

峠

ニ

備

サ

せ

北

条

ノ

糧

道

ヲ

塞

ル

ヽ

故

、

氏

直

和

ヲ

乞

、

上

州

浪

田

ヲ

氏

直

申

請

、

甲

州

都

留

郡

・

信

濃

佐

久

郡

ヲ

家

康

公

ヘ

被

進

約

束

也

一

此

扱

済

し

後

、
北

条

よ

り

甲

州

平

沢

の

朝

日

山

に

取

出

を

築

る

ゝ

北

条

衆

ハ

平

沢

よ

り

あ

な

た

へ

は

や

入

た

る

処

へ

家

康

公

よ

り

朝

比

奈

弥
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太

郎

後
改
宗
左
衛
門
、
長
篠
合
戦
ニ

内
藤
修
理
ヲ
討
タ
ル
武
士
ナ
リ

を

御

使

に

被

遣

候

に

、
北

条

衆

の

中

へ

馬

を

乗

入

、

北

条

美

濃

守

か

備

を

聞

届

、

御

状

を

渡

断

候

条

は

、

武

田

勝

頼

代

々

東

上

野

の

内

北

条

領

を

伐

取

ら

る

ゝ

城

々

、
一

に

谷

城

二

に

厩

橋

、
三

に

山

中

、
四

に

応

古

、
五

に

浪

田

、
六

に

尻

高

、
七

に

名

来

美

八
に
中
こ
城
、
九
に
小
河
、
十
に
猿
か
江
、
十
一
に
新
条
、
十
二
に
岩
櫃
也
、
西
上

野

ハ

不

及

申

、

我

等

支

配

可

申

処

、

北

条

美

濃

守

達
而

申

上

る

に

付

相

渡

し

候

、

其

子

細

ハ

、

先

年

駿

河

今

川

義

元

代

盛

の

時

、

美

濃

守

も

我

等

も

駿

河

に

人

質

に

て

お

り

、

互

に

幼

少

の

朋

友

な

る

ゆ

へ

如

此

然

処

に

此

方

を

可

押

た

め

か

取

出

を

築

る

ゝ

ハ

表

裏

有

事

疑

な

し

、
是

非

一

戦

可

仕

と

被

仰

遣

、
は

や

大

須

賀

五

郎

左

衛

門

・

榊

原

小

平

太

・

土

居

豊

後

を

若

御

子

の

上

へ

押

上

さ

せ

、
左

の

手

へ

ハ

酒

井

左

衛

門

尉
・
松

平

主

殿
・
石

川

伯

耆

守
・
酒

井

与

四

郎
・
本

多

平

八

を

佐

久

小

縣
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へ

差

向

て

物

見

を

被

懸

、
若

御

子

よ

り

長

沢

の

宿

を

取

て

合

戦

を

備

家

康

公

ハ

新

に

急

度

備

さ

せ

ら

る

ゝ

、
北

条

ハ

八

か

嶋

の

木

立

へ

大

軍

に

て

乱

入

た

る

故

、

合

戦

す

へ

き

様

な

き

ま

ゝ

大

道

寺

か

子

直

政

を

人

質

と

し

て

美

濃

守

召

連

、
朝

比

奈

弥

太

郎

同

道

に

て

弥

無

事

無

相

違

由

を

申

、
家

康

よ

り

酒

井

左

衛

門

か

子

小

五

郎

を

北

条

へ

被

遣

候

、
其

取

次

ハ

榊

原

小

平

太

な

り

、
此

故

に

北

条

家

へ

の

使

者

は

榊

原

仕

、
こ

ま

か

成

使

ハ

弥

太

郎

仕

る

、

北

条

家

の

人

質

ハ

鳥

居

彦

右

衛

門

預

申

候

北

条

美

濃

守

氏

親

ハ

小

田

原

籠

城

合

戦

ノ

時

、
韮

山
ニ

籠

ル

、
家

康

公

ヨ

リ

ノ

仰
ニ

随

ヒ

城

ヲ

出
テ
小
田
原
ニ

入
ア
ツ
カ
ヒ
ヲ
致
被
申
、
其
故
北
条
家
滅
亡
ナ
レ
ト
モ
此
人
ノ
子
孫
は
今
ニ

御
家
ニ

ア
リ

北

条

宗

雲

氏

綱

氏

康

氏

親

久

太

郎

伊

勢

守

氏

宗

一

天

正

十

年
午

十

一

月

よ

り
未

八

月

ま

て

十

ヶ

月

の

間

上

州

に

つ

ゝ

き

た

る

信

州

佐

久

郡

に

て

七

の

敵

城

を

責

取

、

内

前

山

城

主

を

は

石

黒

八

兵

衛

討
取
申
候
、
一
宮
修
理
・
松
沢
五
助
鑓
合
、
雨
宮
十
兵
衛
・
市
川
内
膳
・
土
屋
三
郎
左
衛
門
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鑓

下

の

高

名

、

山

中

主

水

・

小

幡

藤

五

郎

も

高

名

仕

候

な

り

一

家

康

公

、
駿

甲

信

を

御

切

随

、
遠

州

・
三

州

合

五

ヶ

国

の

主

に

な

ら

せ

給

ひ

武

田

の

侍

を

も

御

召

抱

、
又

勝

頼

の

御

為

と

て

田

野

に

寺

を

御

立

被

成

小

見

山

内

膳

か

弟

坊

主

を

住

寺

に

な

さ

れ

、
信

玄

の

菩

提

所

恵

林

寺

へ

も

前

々

の

こ

と

く

寺

領

を

御

付

被

遊

、

大

慈

大

悲

の

御

名

将

な

り

一

真

田

安

房

守

昌

幸

と

云

者

、
本

ハ

信

州

侍

に

て

父

ハ

真

田

弾

正

一

徳

斎

と

て

信

玄

の

時

の

降

参

侍

也

、
勝

頼

滅

亡

の

後

に

北

条

氏

直

に

属

し

た
る
か
、
天
正
十
年
九
月
廿
九
日
、
家
康

公
と
氏
直
と
御
和
睦
と
ゝ
の
ひ
、
甲
州

都

留

郡

・

信

州

佐

久

郡

を

氏

直

よ

り

家

康

公

へ

御

渡

被

成

、

右

両

国

に

氏

直

御

構

な

く

、

又

家

康

公

よ

り

上

州

を

氏

直

へ

御

渡

し

御

か

ま

ひ

な

き

に

定

た

る

時

、
真

田

一

身

の

手

柄

を

以

て

上

州

の

内

沼

田
・
尻

高
・

名

来

美

・

中

条

・

小

河

・

猿

か

江

・

新

条

・

岩

櫃

八

ツ

の

城

を

責

取

て

元

三
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万

石

の

地

に

添

て

六

万

石

の

主

に

成

也

、
是

天

正

十

年

極

月

よ

り

同

十

一

年

末

の

九

月

迄

の

働

な

り

城
主
岩
尾
次
郎
ヲ
責
ル
ト
テ
兄
弟

天
正
十
一
年
二
月
廿
二
日
、
依
田
右
衛
門

ト
モ
ニ
討
死
ス
、
岩
尾
モ
廿
三

信

番

・

同

弟

源

八

郎

、

岩

尾

日
ニ

城
ヲ
出
テ
退
ク
、
同
三
月
、
大
久
保
七
郎
右
衞
門
忠
世
ヲ
信
州
ニ

被
遣
、
依
田
カ
討
死
シ
テ
子
康
國
幼

少
成
故
也
、
同
廿
八
日
、
諏
訪
頼
忠
随
ヒ
奉
ル
ユ
ヘ
諏
訪
ヲ
被
下
也

一

天

正

十

一

未

年

七

月

、
家

康

公

の

御

娘

北

条

氏

直

の

室

に

入

給

也

、
同

霜

月

、
真

田

安

房

守

、
本

多

平

八

郎

か

方

へ

矢

文

を

射

て

、
以

来

ハ

家

康

公

御

幕

下

に

と

望

な

り

、
其

後

北

条

家

の

糧

道

を

さ

へ

き

る

也

、
其

時

遠

州

浜

松

へ

使

者

を
進
上
申
、
嫡
子
源
三
郎
後

号

伊

豆

守

を
遣
す
、
此
故
に
源
三
郎
、
本
多
平
八
郎
か
聟

に
成
な
り

、
扨
天
正
十
二
申
年
八
月
廿
四
日
に
、
真
田
に
信
州
上
田
の
城
を
給
る

家

康

公

と

秀

吉

と

小

牧

陣

、

北

条

の

氏

政

よ

り

真

田

か

責

取

申

城

の

内

せ

め

て

沼

田

計

も

北

条

へ

返

し

給

り

候

へ

、
さ

候

ハ

ヽ

秀

吉

と

の

弓

矢

に

加

勢

仕

へ

し

と

被

申

に

付

、
家

康

公

よ

り

沼

田

を

北

条

へ

渡

し

候

へ

と

真

田

に

被

仰

付

候

、
然

ハ

代

地

を

被

下

候

へ

と

望

た

る

に

、
そ

れ

ハ

成

間

敷

由

被

仰

に

付



62
御先祖記 二

此

沼

田

ハ

家

康

公

よ

り

も

氏

直

よ

り

請

不

申

候

、
我

等

か

武

勇

に

て

伐

取

候

、

と

て

沼

田

を

北

条

へ

不

渡

し

て

大

坂

へ

使

を

以

て

秀

吉

に

属

し

申

た

る

な

り

一

天

正

十

二

申

年

、
家

康

公

へ

北

畠

信

雄

卿

跡

目

、

元

ハ

茶

筅

御

曹

司

也

織
田
信
長
ノ
次
男
伊
勢
北
畠
国
司

よ

り

援

兵

を

御

頼

候

、
子

細

ハ

信

雄

卿

の

家

臣

に

津

河

玄

番
・
岡

田

長

門

守
・

浅

井

田

宮

丸

と

い

ふ

者

有

、
此

者

共

に

秀

吉

と

懇

比

被

成

信

雄

卿

へ

逆

心

を

仕

、

打

殺

申

候

へ

と

頼

る

ゝ

所

に

、

三

人

の

者

共

承

引

仕

候

を

信

雄

卿

聞

召

て

、

三

月

三

日

に

長

嶋

の

城

に

て

三

人

を

殺

し

給

ふ

其

中

に

岡

田

長

門

守

か

弟

少

五

郎

ハ

ひ

と

つ

朋

友

を

か

た

ら

ひ

、

星

崎

の

城

を

堅

め

て

信

雄

卿

に

恨

を

報

ん

と

す

、

信

雄

卿

よ

り

水

野

宗

兵

衛

尉

忠

重

を

大

将

と

し

て

三

月

六

日

に

星

崎

の

城

を

責

ら

れ

、

外

廓

を

攻

破

る

と

い

へ

と

も

、

本

城

ハ

（
ね
ん
ご
ろ
）
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堅

固

に

持

か

た

む

る

、
然

と

い

へ

と

も

始

終

こ

ら

へ

へ

き

様

も

な

く

、

秀

吉

公

の

後

詰

の

沙

汰

も

な

け

れ

は

力

な

く

十

七

日

に

城

を

開

き

勢

州

へ

退

く

、
そ

れ

に

よ

り

て

星

崎

の

城

へ

水

野

宗

兵

衛

を

被

入

置

、
扨

秀

吉

公

ハ

右

の

三

人

に

念

比

の

事

也

、
信

雄

卿

を

は

兼

て

亡

し

度

思

召

に

よ

り

、

定

て

追

付

人

数

を

可

被

出

間

、

信

長

公

へ

の

懇

比

を

思

召

被

出

御

見

次

被

下

候

様

に

と

の

事

也

、
家

康

公

聞

召

、

秀

吉

、

今

天

下

を

取

事

其

身

の

果

報

と

云

な

か

ら

畢

竟

す

る

所

ハ

信

長

の

厚

恩

也

、
然

は

信

雄

ハ

正

し

き

主

君

な

る

に

、

天

下

を

渡

し

申

ま

て

こ

そ

な

く

と

も

、

弓

を

引

る

ゝ

事

本

意

に

あ

ら

す

、

家

康

は

義

を

重

し

候

間

、

秀

吉

尾

州

へ

発

向

に

お

ゐ

て

ハ

必

す

く

ひ

ま

い

ら

セ

ん

、
御

心

安

思

召

候

へ

と

の

御

返

事

也

一

犬

山

の

城

に

は

信

雄

卿

よ

り

中

川

勘

右

衛

門

を

す

へ

置

る

ゝ

処

に

（
ね
ん
ご
ろ
）

（
お
っ
つ
け
）

（
み
つ
ぎ
）
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尾

州

峯

の

城

へ

中

川

番

手

に

行

留

守

な

れ

ハ

、

殊

更

時

節

よ

し

と

て

秀

吉

の

味

方

と

し

て

池

田

勝

入
池
田
庄
三
郎
信

輝

カ

コ

ト

也

三

月

十

三

日

、
犬

山

へ

押

寄

城

兵

を

討

取

犬

山

へ

入

、
中

川

勘

左 （
右
）

衛

門

是

を

聞

帰

ら

ん

と

す

る

を

池

尻

平

右

衛

門

中

川

を

殺

す

、
池

尻

も

其

に

て

殺

さ

る

ゝ

、
同

十

四

日

の

夜

、
家

康

公

・

信

雄

卿

ハ

清

州

の

城

に

て

軍

法

の

御

談

合

被

成

、
明

日

小

牧

山

へ

打

出

て

出

城

を

こ

し

ら

へ

、

秀

吉

馳

向

な

ら

は

戦

陳

可

被

成

と

の

事

に

て

、

午

刻

清

州

を

出

て

小

牧

へ

お

ハ

し

ま

さ

ん

と

す

る

に

、

其

朝

卯

刻

、

勝

入

小

牧

近

辺

へ

来

て

在

々

を

焼

に

、

方

々

へ

人

を

遣

し

同

時

に

焼

立

手

早

に

仕

廻

け

り

、

家

康

公

、

勝

入

か

焼

働

す

る

を

聞

召

、

勝

入

を

あ

ま

す

な

と

て

御

馬

を

は

や

め

給

へ

と

も

、

勝

入

は

や

引

退

て

見

へ

す

、

扨

小

牧

へ

被

成

御

座

、

十

六

日

の

朝

よ

り

御

人

数

を

犬

山

へ

指

向

ら

る

ゝ

（
嶺
）
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処

に

羽

黒

の

八

幡

村

に

森

武

蔵

守

長

一

・

尾

藤

甚

右

衛

門

陳 （
陣
）

を

取

鉄

炮

を

打

懸

る

、
味

方

奥

平

九

八

郎

信

昌

・

酒

井

左

衛

門

尉

忠

次

・

松

平

紀

伊

守

家

信

、

鉄

炮

を

放

せ

未

鑓

を

合

せ

さ

る

所

に

、

武

蔵

守

か

備

よ

り

使

番

と

お

ほ

し

き

武

者

一

騎

乗

出

し

た

る

を

味

方

よ

り

鉄

炮

に

て

打

殺

す

、
是

に

て

敵

色

め

く

を

見

て

奥

平

九

八

郎

千

騎

に

て

川

を

越

武

蔵

守

か

三

千

と

相

戦

、
武

蔵

守

し

は

し

戦

け

れ

と

も

不

叶

し

て

羽

黒

の

う

ち

へ

引

入

を

追

懸

〳
〵

犬

山

近

辺

迄

追

付

る

、
野

呂

助

左

衛

門

子

息

助

三

か

へ

し

合

せ

て

討

死

す

、

武

蔵

守

か

大

勢

、

奥

平

に

懸

立

ら

れ

犬

山

へ

崩

懸

よ

し

聞

け

れ

は

、

池

田

勝

入

信

輝

子

息

紀

伊

守

之

助

・

同

弟

古

新

後
号
羽
柴

三
左
衛
門
輝
政

・

稲

葉

伊

予

守

通

朝

・

子

息

右

京

亮

貞

通

張

出

た

る

備

を

段

上

に

引

上

た

り

、
家

康

公

敵

人

数

を

（
い
ま
だ
）

（

元

助

）
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段

上

に

引

上

た

る

由

聞

召

て

天

野

作

左

衛

門

を

被

遣

、

上

手

の

進

を

止

ら

れ

勝

鬨

を

御

揚

、

小

牧

へ

御

帰

被

成

候

一

家

康

公

・

信

雄

卿

ハ

小

牧

に

御

陳 （
陣
）

を

被

召

蟹

清

水

・

外

山

村

・

宇

田

津

村

を

要

害

に

と

ら

せ

給

ひ

御

人

数

を

入

置

る

ゝ

、
又

三

州

よ

り

の

往

来

自

由

の

た

め

に

春

日

部

の

郡

小

幡

の

古

城

を

も

御

取

立

、

本

多

豊

後

守

廣

孝

に

穴

山

衆

穂

坂

常

陸

を

被

籠

置

一

秀

吉

公

、

津

川

・

岡

田

・

浅

井

に

懇

切

を

被

成

も

信

雄

卿

を

亡

し

給

ハ

ん

為

な

り

、
彼

三

臣

か

生

害

に

鬱

憤

を

事

よ

せ

三

月

廿

一

日

大

坂

を

打

立

給

へ

ハ

、

宇

治

・

瀬

田

辺

に

扣

し

勢

も

次

第

に

打

出

都

合

十

二

万

五

千

余

也

、

廿

七

日

に

秀

吉

犬

山

の

城

に

入

給

ひ

、

小

牧

山

に

対

し

向

城

を

多

拵

人

数

を

被

置

、
二

重

堀

に

ハ

日

根

備

中

守

弘

龍

兵
ハ

二
千

、

岩

崎

山

に

は

稲

葉

伊

予

守

通

朝

父

子

兵
ハ
二
千
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小

松

寺

或
ハ

駒
辻

丹

羽

五

郎

左

衛

門

長

秀

兵八
千

、
青

塚

に

森

武

蔵

守

長

一

兵三
千

内

窪

山

に

蜂

屋

出

羽

守

頼

隆

・

金

森

五

郎

八

兵三
千

其

外

村

々

嶺

々

に

陳 （
陣
）

所

を

か

ま

へ

土

手

を

つ

き

堀

を

ほ

り

柵

を

付

て

人

数

を

置

る

ゝ

な

り

一

家

康

公

は

遠

参

駿

甲

信

五

ヶ

国

の

人

数

三

万

千
（
マ
マ
）

の

内

、
越

後

の

景

勝

押

へ

に

信

州

勢

ハ

一

円

に

残

御

置

れ

、
又

北

条

氏

政

表

裏

の

人

な

る

故

此

押

へ

ハ

甲

府

に

平

岩

七

之

助

、
郡

内

に

鳥

居

彦

右

衛

門

、
長

窪

に

牧

野

右

馬

允

、
沼

津

に

松

平

周

防

守

、
奥

の

国

守

に

松

平

玄

番
・

三

宅

惣

左

衛

門
是
ハ
御
後
備
四
頭
之
内

高

井

彦

右

衛

門

聟

也

田

中

に

高

力

与

左

衛

門
子
息
与
四
郎
ハ

御

供

ナ

リ

久

野

に

久
野
三
郎
左
衛
門
是

ハ

大

須

賀

五

郎

左

衛

門

カ

御

供

ノ

時

、

北

条

家

梶

原

海

賊

横

須

賀

へ

可

上

ル

御

遠

慮

也

、

子

息

左

大

夫

ハ

御

小

姓

並

ニ

御

供

也

信
州
伊
奈
に

菅

沼

大

膳
・
小

笠

原

掃

部
・
千

久

波

邊

晴

近

衆
・
松

岡

刑

部

、
諏

訪

、
木

曽

、

松

本

の

小

笠

原
・
真

田
是
足
軽
五
千
士
二
騎

出

シ

御

供

ナ

リ

佐

久

間

に

柴

田

七

九

郎

、
小

室

、
芦

田
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大
久
保
七
郎
右
衛
門
是
ハ
信
州
伊
奈
・
佐
久
・
小
懸
・
諏
訪
・
松
本
ヲ

打

廻

り

、

遠

州

浜

松

ノ

御

留

主

居

ナ

リ

岡
崎
に
本
多
作
左
衛
門
、
懸
川

に

石

川

日

向

守

子
息
左
衛
門
大
夫
ハ
半
着

到
ニ

テ

御
供
伯
耆
守
相
備
也

右

の

分

に

壱

万

六

千

人

つ

い

へ

残

て

壱

万

五

千

に

て

向

給

ふ

一

四

月

五

日

、

池

田

勝

入

犬

山

へ

来

り

て

秀

吉

公

へ

申

け

る

は

、

村

瀬

作

右

衛

門

と

申

者

一

揆

大

将

仕

、

篠

木

・

柏

井

の

者

を

催

し

森

川

権

右

衛

門

を

要

害

に

入

置

申

候

半

由

申

候

、

其

上

小

牧

の

人

数

追

日

重

り

見

へ

候

ハ

、

遠

江

・

三

河

の

者

共

馳

加

り

申

に

て

候

、

左

候

へ

ハ

彼

国

は

守

る

者

も

有

間

敷

候

、

此

透

に

三

州

へ

乱

入

候

ハ

ん

と

申

け

れ

ハ

秀

吉

公

如

何

に

も

可

然

間

、

明

六

日

に

打

出

東

三

河

を

方

火

し

早

々

引

取

、

篠

木

・

柏

井

に

城

を

拵

人

数

を

籠

置

へ

し

と

被

仰

付

、
則

大

将

に

は

三

好

孫

七

郎

秀

次

実
ハ
三
位
法
印
カ
子
、
初
ハ
三
好
山

城

カ

養

子

也

、

故

ニ

三

好

ヲ

名

乗

関

白

秀

吉

養

子

ト
シ
テ
任
関
白
也

を

定

め

ら

れ

、
秀

吉

公

ハ

即

犬

山

を

御

出

楽

田

を

本

陣

（
す
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と

な

さ

れ

勝

入

ハ

亥

刻

よ

り

打

立

、
六

日

の

巳

の

刻

に

篠

木

柏

井

に

着

、

九

日

に

三

州

へ

発

向

の

催

し

な

り

一

篠

木

よ

り

家

康

公

へ

池

田

勝

入

当

所

迄

来

り

、
来

ル

九

日

ひ

そ

か

に

三

州

発

向

仕

候

由

注

進

申

上

候

に

付

小

牧

に

ハ

酒

井

左

衛

門

尉

相

組

松

平

主

殿

助

共

に

三

千

、

石

川

伯

耆

守

相

備

酒

井

与

四

郎

元

年
石

川
九

月
伯

耆
ヨ

リ

付

守

相

備
ラ

ル

ヽ

事

天

ニ

御

旗

本

ニ
正テ
十

二

年

一

ノ

御
霜

月
心

易
秀御
吉頼
公母
ヘ敷
欠

落

仕

時

思

思

召

、

酒

井
ヒ

ア

タ

ル

与

四

郎

ヲ
元

亀

内

藤

弥

次

右

衛

門

共

に

千

五

百

、
本

多

平

八

郎

組

五

百

、
合

三

手

に

て

人

数

五

千

を

小

牧

に

御

残

置

、
御

前

備

岡

部

弥

次

郎

長

盛

三

百

五

十

、
榊

原

組

穴

山

衆

合

て

六

百

、
榊

原

小

平

太

康

政

か

勢

九

百

大

須

賀

五

郎

左

衛

門

康

高

千

五

百

、
水

野

惣

兵

衛

忠

重

五

百
・
本

多

彦

次

郎

康

重

三

百

五

十

六

手

，

合

四

千

二

百

に

て

八

日

の

未

刻

に

小

牧

を

御

立

被

成

、

御

旗

を

も

不

被

立

し

の

ひ

や

か

に

尾

幡

の

城

に
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ヲ

籠

置

ル

ヽ

城

ナ

リ

本

多

豊

後

守

廣

孝

御

着

陣

被

成

、
本

多

豊

後

に

遠

聞

の

侍

十

人

計

被

仰

付

龍

泉

寺

表

へ

被

遣

南

を

さ

し

て

勢

の

行

事

有

り

見

届

可

参

旨

被

仰

付

、
戌

刻

に

出

し

給

ふ

処

に

豊

後

守

馳

返

り

多

勢

引

も

き

ら

す

打

通

り

候

由

申

上

候

に

よ

り

猪

腰

原

の

巽

の

山

に

御

着

陣

被

成

、
夜

の

明

る

を

待

セ

給

ふ

一

池

田

勝

入

ハ

八

日

の

亥

刻

よ

り

篠

木

を

立

て

夜

の

中

に

岩

崎

へ

丹

羽

勘

介

か

居

城

を

責

る

、
伊

木

清

兵

衛

・

片

桐

半

右

衛

門

平

攻

に

責

て

乗

入

、
勘

助

氏

次

ハ

小

牧

に

有

て

其

弟

次

郎

介

わ

つ

か

侍

十

騎

に

て

籠

た

り

け

れ

ハ

し

は

し

戦

と

い

へ

と

も

終

に

土

肥

七

郎

右

衛

門

に

討

る

、
池

田

紀

伊

守

か

家

人

大

隈

守

左

平

次

新

九

郎

後
号
牧
野

城

兵

の

よ

き

者

を

討

取

勝

利

を

得

、
軍

初

よ

し

と

し

て

悦

ひ

猶

岡

崎

へ

す

ゝ

ま

ん

と

す
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一

同

九

日

三

好

孫

七

殿

は

池

田

・

森

・

堀

三

人

を

先

陣

と

し

て

後

陣

に

打

れ

け

る

か

岡

崎

へ

と

の

ミ

心

有

て

跡

を

気

遣

も

な

く

進

ミ

給

ふ

所

へ

六

手

の

先

衆

秀

次

の

先

陣

へ

切

懸

る

、
田

中

久

兵

衛

号

筑

後

守

秀
次
ノ
先
手
後

か

手

を

伐

崩

す

、
榊

原

小

平

太

・

丹

羽

勘

介

兵

を

進

て

逃

る

を

追

て

孫

七

殿

旗

本

を

目

懸

て

か

ゝ

る

、
木

下

助

左

衛

門

同

勘

解

由

左

衛

門

・

岡

本

彦

三

郎

懸

合

る

、
鑓

を

合

す

る

内

に

孫

七

殿

の

旗

本

見

崩

し

て

続

く

者

門

な

か

り

け

れ

ハ

木

下

・

岡

本

も

討

死

す

る

也

、
か

く

て

孫

七

殿

の

人

数

南

北

へ

逃

散

て

悉

く

敗

軍

な

り

一

池

田

父

子

・

森

武

蔵

守

・

堀

久

太

郎

は

谷

川

を

前

に

当

て

陣

を

備

ら

れ

し

所

に

孫

七

殿

敗

軍

の

由

に

て

落

武

者

五

騎

、
三

騎

つ

ゝ

見

へ

来

れ

は

堀

久

太

郎

大

音

を

上

、
今

日

の

合

戦

ハ

旗
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本

か

先

手

な

り

敵

来

ら

は

五

間

，
十

間

に

近

付

鉄

炮

を

放

へ

し

と
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下

知

し

て

待

懸

る

処

ヘ

、

味

方

逃

る

敵

を

追

て

責

来

け

る

か

、

堀

か

備

の

か

た

き

を

見

て

人

数

を

備

む

と

す

る

処

に

、

堀

久

太

郎

真

先

に

進

て

息

を

も

く

れ

す

味

方

を

追

返

す

、

御

人

数

少

々

討

る

ゝ

、
池

田

勝

入

・

同

紀

伊

守

・

同

古

新

・

森

武

蔵

守

も

追

つ

ゝ

き

て

追

行

、

本

多

次

郎

康

重

、

命

を

不

惜

戦

ひ

七

ヶ

所

疵

を

か

う

む

る

、
堀

は

猶

味

方

を

追

て

進

所

に

、
井

伊

兵

部

直

政

其

比

は

万

千

代

と

て

十

九

歳

成

け

る

か

、

三

千

の

兵

を

長

久

手

の

巽

の

山

に

三

段

に

備

、
鉄

炮

を

打

せ

し

つ

〳
〵

と

懸

り

け

れ

ハ

、
堀

か

先

勢

進

事

不

叶

、

人

数

を

立

ん

と

す

れ

と

も

ま

は

ら

に

乱

し

た

る

人

数

ゆ

へ

早

速

立

ら

れ

す

、

森

武

蔵

守

手

鑓

お

つ

取

続

や

も

の

と

も

、

と

下

知

し

て

破

ら

ん

と

進

処

を

ね

ら

ひ

す

ま

し

て

放

た

る

鉄

炮

、

森

か

眉

間

を

打

破

、

馬

よ

り

落

る

を

（
つ
づ
け
）
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本

多

八

蔵

走

懸

て

首

を

取

、
敵

是

に

力

を

落

し

弥

す

ゝ

ミ

兼

た

る

に

、
味

方

ハ

勝

に

乗

て

山

の

尾

崎

を

取

て

勢

を

押

廻

す

、
敵

の

右

の

手

池

田

勝

入

父

子

ハ

大

勢

を

下

知

し

て

猶

井

伊

万

千

代

か

備

へ

打

て

か

ゝ

ら

ん

と

す

る

処

に

、
岩

崎

山

の

峯

つ

ゝ

き

よ

り

朝

日

の

出

る

か

こ

と

く

金

の

扇

の

御

馬

印

を

押

上

た

り

敵

是

を

見

る

よ

り

も

得

川

殿

こ

そ

是

に

ま

し

〳
〵

け

る

そ

、
と

い

ふ

程

こ

そ

有

け

れ

、
池

田

か

兵

見

る

う

ち

に

裏

崩

し

て

是

を

も

た

め

す

逃

行

、

秋

田

加

兵

衛

・

梶

浦

兵

七

郎

・

片

桐

与

三

郎

・

竹

村

小

平

太

、
勝

入

か

軍

の

あ

や

う

き

を

見

、
井

伊

か

陳

へ

懸

入

討

死

す

、
御

家

人

永

井

傳

八

直

勝

後

号

右

近

ト

信
濃
守
カ
父
也

二

十

二

歳

、
勝

入

と

刃

を

ま

し

へ

し

は

し

戦

ふ

に

勝

入

か

首

を

取

、
安

藤

彦

兵

衛

貞

次
後

号

帯

刀

対
馬
守
カ
父

池

田

紀

伊

守

か

首

を

取

、
池

田

丹

波

守

ハ

勝

入

か

敗
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軍

を

も

か

へ

り

ミ

す

、

手

勢

を

一

所

に

立

て

少

も

さ

ら

す

一

戦

に

討

死

を

極

て

備

た

り

け

る

か

、

池

田

父

子

、

森

武

蔵

か

討

死

を

聞

て

備

を

不

崩

退

く

、
味

方

の

衆

逃

る

を

追

て

打

行

を

、
本

多

佐

渡

守

、
内

藤

四

郎

左

衛

門

正

成

制

し

留

め

、
御

馬

を

小

牧

の

口

へ

か

へ

ら

し

む

、
大

久

保

次

右

衛

門

忠

佐
・
渡

部

忠

右

衛

門

重

綱

に

被

仰

付

、
今

日

諸

士

の

軍

功

を

沙

汰

せ

ら

る

ゝ

一

天

正

十

二

年

卯

月

九

日

、
長

久

手

の

合

戦

に

池

田

勝

入

父

子

・

森

武

蔵

守

討

死

、

三

好

孫

七

殿

敗

軍

の

由

秀

吉

公

の

陳

楽

田

へ

聞

へ

け

れ

は

、

秀

吉

公

聞

召

、

安

か

ら

ぬ

事

か

な

、

家

康

勝

ほ

こ

つ

て

あ

ら

む

所

へ

押

寄

懸

散

し

て

く

れ

ん

、

と

て

金

の

ふ

く

へ

の

馬

印

押

立

打

立

給

ふ

、

先

勢

よ

り

十

六

番

迄

の

人

数

悉

く

馬

を

は

や

め

う

ち

け

る

、

龍

泉

寺

坂

を

下

り

給

へ

ハ

、

本

多

平

八

郎

忠

勝

手

勢

六

百
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の

内

半

は

小

牧

に

残

し

置

、

わ

つ

か

の

小

勢

に

て

秀

吉

の

大

勢

に

少

し

も

恐

れ

す

、
三

浦

九

兵

衛

・

梶

次

郎

兵

衛

・

牧

宗

次

郎

三

人

を

遣

し

て

物

見

を

か

け

、
其

後

平

八

郎

自

身

相

随

者

に

は

松

下

勘

左

衛

門
・
匂

坂

与

五

右

衛

門
・
小

野

田

与

次

郎

を

引

連

物

見

に

出

秀

吉

公

の

陳

の

透

間

有

ら

ハ

討

て

取

ん

と

大

軍

に

相

な

ら

ん

て

行

、
秀

吉

公

の

先

手

共

平

八

を

う

た

ん

と

す

、
秀

吉

公

制

し

て

云

、

平

八

郎

ハ

是

勇

士

也

、

肌

た

わ

ま

つ

目

ま

し

ろ

か

す

、
勇

気

劫

生

壮

胆

激

烈

た

り

、
必

々

取

合

へ

か

ら

す

と

て

押

行

る

ゝ

処

に

、

家

康

公

長

久

手

の

一

戦

に

利

を

得

、

は

や

御

人

数

を

入

給

ふ

よ

し

聞

へ

け

れ

は

、

然

ハ

小

牧

へ

懸

て

一

戦

せ

は

や

と

、

の

給

い

け

る

を

、

稲

葉

伊

予

守

通

朝

、

日

も

西

山

に

か

ゝ

り

敵

も

勝

て

甲

の

緒

を

し

め

候

へ

は

、

早

柏

井

ま

て

御

馬

を

被

（
あ
い
し
た
が
う
も
の
）
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入

可

然

候

ハ

ん

と

達

而

諫

し

申

ゆ

へ

、

被

任

其

意

御

馬

入

な

り

秀

吉

龍

泉

寺

へ

被

出

シ

間
ニ

楽

田

へ

押

詰

、
秀

吉

ノ

陳

屋

ヲ

焼

立

ハ

敗

軍

疑

不

可

有

、
ト

酒

井

左

衛

門
・
本
多
中
務
進
メ
云
ケ
レ
ト
モ
、
其
時
ヨ
リ
伯
耆
守
ハ
秀
吉
へ
別
心
ノ
義
有
ニ

依
テ
不
成
、
其
故
忠
勝
マ
テ
イ
ツ
ル

一

秀

吉

公

の

本

陳 （
陣
）

ハ

楽

田

、

信

雄

卿

・

家

康

公

ハ

小

牧

に

御

旗

を

被

立

三

月

よ

り

霜

月

ま

て

御

対

陣

な

り

、
但

六

月

十

三

日

に

秀

吉

公

も

帰

陳 （
陣
）

、
家

康

公

も

御

帰

陳 （
陣
）

被

遊

後

は

御

留

守

計

也

、
此

時

秀

吉

公

と

御

合

戦

有

へ

し

と

の

御

内

談

な

ら

し

の

御

備

立

ハ

三

河

・

遠

江

・

駿

河

・

甲

斐

・

信

濃

五

ヶ

国

の

御

人

数

四

万

五

千

、
此

人

数

配

、
大

久

保

七

郎

右

衛

門

忠

世

五

ヶ

国

の

人

質

を

大

小

と

も

に

浜

松

へ

集

め

、

是

を

守

る

御

定

な

り

、

大

事

の

弓

矢

に

二

つ

の

疑

な

き

侍

大

将

の

役

也

今

度

有

無

の

一

戦

に

信

濃

人

質

ハ

甲

州

へ

遣

し

、

甲

州

の

人

質

ハ

駿

州

へ

、
駿

州

の

人

質

ハ

浜

松

へ

、
尾

州

清

洲

へ

参

着

の

時

、
五

ヶ

国

の

人

質

を

一

度

に

浜

松

へ

集

る

定

な

り

、

五

ヶ

国

の

内

信

濃

・

甲

州

（
ご
じ
ょ
う
）
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駿

河

三

ヶ

国

の

城

々

へ

ハ

百

姓

の

人

質

を

取

込

、
山

家

の

猟

人

に

弓

・

鉄

炮

を

持

せ

廿

日

相

待

す

へ

し

、

是

ハ

此

合

戦

若

お

く

れ

に

お

ゐ

て

ハ

二

度

め

の

合

戦

を

被

成

候

而

御

勝

利

無

疑

大

正

兵

の

備

定

な

り

ヲ

ク

レ

ノ

時

、

五

ヶ

国

ヲ

ハ

ラ

イ

是

ニ

付

テ

家

康

公

被

仰

テ

持

ノ

城

々

ニ

百

姓

ヲ

候

ハ

、

武

田

勝

頼

長

篠

内
藤
四
郎
左
衛
門
モ
両
人

籠

置

、

四

万

余

ノ

人

数
ナ
カ
ラ
危
存
候
由
申
ニ
付
、

ニ

テ

浜

松

へ

働

、

二

ノ

合
駿
河
田
中
へ
両
度
の
働
ハ

戦

ヲ

被

致

ハ

我

必

討

死
敵

ヲ

不

得

ト

云

行

也

仕
ト
テ
、
酒
井
左
衛
門
・

酒

井

左

衛

門

、

五

千

の

人

数

を

請

取

十

手

に

備

へ

一

、

二

の

勝

負

を

以

て

一

番

合

戦

の

役

、

軍

の

露

は

ら

ひ

大

将

也

、

左

衛

門

事

、

東

三

十

三

ヶ

国

一

の

武

功

の

侍

と

信

長

も

の

給

ひ

し

大

須

賀

五

郎

左

衛

門

、
五

千

の

人

数

十

手

に

備

へ

一

、
二

の

勝

負

を

持

て

二

番

合

戦

な

り

本

多

平

八

郎

、
五

千

の

人

数

を

十

手

に

備

へ

一

、
二

の

勝

負

を

持

三

番

合

戦

の

役

也

、

敵

の

旗

本

へ

懸

て

勝

負

極

め

の

大

将

也
（
テ
タ
テ
）
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榊

原

小

平

太

、
五

千

の

人

数

を

十

手

に

備

へ

是

も

一

、
二

の

勝

負

を

持

四

番

合

戦

の

役

、

敵

後

備

を

切

崩

す

大

将

也

家

康

公

御

旗

本

ハ

両

陳 （
陣
）

共

に

八

千

の

人

数

、
井

伊

兵

部

ハ

極

な

し

平

岩

七

之

助

、

五

千

の

人

数

十

手

に

分

二

段

に

備

、

御

後

強

く

堅

め

少

も

不

働

備

定

な

り

、

不

危

大

将

也

石

川

伯

耆

守

欠

落

已

後

相

備

、
酒

井

与

四

郎

・

内

藤

弥

次

右

衛

門

両

人

を

除

て

其

外

は

平

岩

か

相

備

也

、
就

中

七

之

助

に

指

引

の

助

言

は

石

川

日

向

守

也

、
少

人

数

を

以

大

敵

を

押

掠
（
マ
マ
）

る

人

数

仕

な

り

、

三

州

一

の

宮

退

口

の

武

功

ゆ

へ

に

此

備

二

段

目

の

大

将

也

息

左

衛

門

太

夫

ハ

父

の

人

数

を

連

て

先

手

の

う

ち

な

り

井

伊

兵

部

大

輔

、
壱

万

の

人

数

を

請

取

岡

崎

に

残

る

役

也

、
引

残

て

二

千

の

人

数

ハ

持

の

城

々

百

姓

の

人

質

奉

行

に

五

十

、

三

十
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つ

ゝ

可

籠

置

也

、
又

秀

吉

陳 （
陣
）

々

作

法

に

て

土

手

を

つ

き

陳 （
陣
）

を

永

引

候

ハ

ヽ

、

平

岩

七

之

助

相

備

と

も

に

指

か

へ

、

壱

万

五

千

の

人

数

に

て

東

三

河

を

美

濃

の

遠

山

へ

働

出

、
岐

阜

或

は

岩

村

へ

打

出

て

敵

の

後

の

国

へ

焼

可

働

、
為

其

案

内

に

美

濃

侍

に

遠

山

勘

右

衛

門

明
智
ノ

城
主
也

遠

山

三

郎

兵

衛

苗
木

城
主

両

人

浪

人

に

て

有

け

る

を

兵

部

か

手

前

に

拘

置

候

、
又

申

四

月

池

田

・

森

か

こ

と

く

敵

岡

崎

表

へ

向

て

働

に

お

ゐ

て

は

、

鳴

海

表

対

陳 （
陣
）

の

左

衛

門

尉

を

初

て

後

へ

懸

ら

ハ

、
い

か

て

か

崩

さ

て

有

へ

き

、
其

時

兵

部

・

七

之

助

壱

万

五

千

を

以

秀

吉

の

旗

本

へ

懸

て

切

崩

役

也

一

小

牧

の

留

守

居

石

川

伯

耆

守
并

相

備

、

酒

井

与

四

郎

・

内

藤

弥

次

右

衛

門

千

五

百

に

て

秀

吉

の

陳 （
陣
）

所

へ

土

手

の

中

へ

押

込

陣

屋

を

千

軒

焼
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一

酒

井

左

衛

門

尉

相

備

松

平

主

殿

三

千

に

て

、

秀

吉

の

陳

所

へ

押

寄

切

立

土

手

の

内

へ

押

込

陳

屋

に

火

を

付

焼

立

る

、

秀

吉

公

の

留

守

居

六

万

五

千

防

戦

に

力

な

く

岩

崎

小

松

寺

さ

し

て

逃

行

、

尾

口
・
楽

田

に

堅

た

る

者

共

ま

て

家

康

公

龍
（
マ
マ
）

衆

来

り

給

ふ

と

て

混

乱

す

一

瀧

川

左

近

将

監

一

益

ハ

織

田

信

長

の

一

家

老

に

て

、
甲

州

武

田

滅

亡

の

時

上

州

を

信

長

よ

り

給

り

、
東

国

の

官

領

職

を

預

奥

筋

ま

て

も

切

随

候

へ

と

被

申

付

候

へ

共

、
信

長

生

害

に

依

て

上

州

よ

り

逃

登

り

、
柴

田

修

理

勝

家

と

組

し

て

秀

吉

公

を

亡

ん

と

し

た

り

け

れ

共

、

柴

田

滅

亡

し

た

り

け

れ

は

秀

吉

公

へ

侘 （
詫
）

言

仕

、
北

伊

勢

五

郡

の

領

地

を

秀

吉

公

へ

返

し

、
其

身

ハ

江

州

南

郡

に

て

漸

五

千

石

を

領

し

て

有

け

る

か

、

此

度

信

雄

卿
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に

楯

を

つ

き

て

秀

吉

公

へ

の

忠

心

に

セ

ん

と

思

ひ

、
尾

州

蟹

江

の

城

主

前

田

与

十

郎

を

か

た

ら

ひ

、
九

鬼

右

馬

丞

嘉

隆

と

同

船

し

て

六

月

十

五

日

の

夜

、

三

千

余

人

に

て

蟹

江

へ

入

、

家

康

公

折

節

清

州

に

御

座

候

而

聞

召

、
一

騎

懸

に

打

出

さ

せ

給

ふ

井

伊

兵

部

続

奉

る

、
大

須

賀

五

郎

左

衛

門

・

榊

原

小

平

太

か

け

付

海

の

方

を

は

や

く

取

堅

た

り

け

れ

は

、

城

へ

入

お

く

れ

た

る

敵

の

兵

半

は

舟

に

乗

て

鉄

炮

軍

す

、
岡

部

弥

次

郎

ハ

津

嶋

よ

り

蒐

付

、
瀧

川

か

甥

長

平

衛

と

い

ふ

者

を

生

捕

て

奉

る

、
家

康

公

御

覧

被

成

縄

を

御

ゆ

る

し

、

誅

す

る

に

及

は

す

と

て

城

内

へ

入

さ

せ

給

ふ

、

有

難

御

懇

情

な

り

、

是

に

よ

つ

て

瀧

川

降

参

仕

、

蟹

江

の

城

主

前

田

与

十

郎

を

切

て

出

し

、

瀧

川

ハ

城

を

出

て

後

越

前

の

五

分

一

に

て

終

り

ぬ
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一

八

月

、

秀

吉

公

、

十

六

騎

（

マ

マ

）

を

卒

し

尾

州

二

の

宮

山

へ

取

の

ほ

り

、

奈

良

村

よ

り

五

郎

丸

久

地

三

井

重

古

近

辺

に

陳

を

と

ら

る

ゝ

信

雄

卿

は

郡

村

に

対

陳 （
陣
）

を

か

ま

へ

、

家

康

公

は

小

牧

山

に

被

成

御

座

、

奈

良

村

の

近

所

水

石

に

城

を

つ

か

せ

ら

る

ゝ

時

、

秀

吉

公

よ

り

無

事

の

御

扱

様

々

な

る

故

、

家

康

公

浜

松

へ

御

帰

被

成

候

一

九

月

、

秀

吉

公

だ

し

ぬ

き

清

州

へ

働

る

ゝ

故

、

家

康

公

聞

召

早

速

三

遠

の

勢

八

千

に

て

夜

通

し

御

馬

を

急

せ

給

ひ

、

大

久

保

次

右

衛

門

を

物

見

に

出

さ

せ

給

ふ

に

、
敵

の

中

へ

乗

入

足

軽

を

乗

倒

し

小

者

に

是

を

と

ら

せ

た

る

を

見

て

敵

驚

周

章

た

る

に

、

金

の

扇

の

御

馬

印

真

先

に

進

来

る

を

見

て

、

秀

吉

公

の

惣

勢

四

万

五

千

取

物

も

取

あ

へ

す

混

乱

し

て

敗

軍

也

、

秀

吉

公

の

旗

本

も

其

夜

の

内

に

十

三

里

逃

る

、
又

三

万

の

人

数

ハ

大

将

に

離

れ

逃

る



84
御先祖記 二

と

て

道

の

舟

橋

を

踏

切

て

ほ

う

〳
〵

の

躰

に

て

遁

る

也

十

月

十

六

日

、

清

州

ニ

酒

井

左

衛

門

尉

、

小

牧

ニ

榊

原

小

平

太

尾

幡

ニ

菅

沼

新

八

郎

ヲ

被

指

置

、

十

七

日

ニ

家

康

公

ハ

岡

崎

へ

帰

玉

フ

也

一

秀

吉

公

冨

田

左

近

・

津

田

隼

人

両

人

を

以

信

雄

卿

と

和

儀

を

被

調

十

月

廿

日

、
矢

田

河

原

に

て

御

戦

□

済

て

、
犬

山

の

城

も

本

の

こ

と

く

信

雄

卿

へ

返

し

被

進

、

秀

吉

公

は

大

坂

へ

御

帰

城

な

り

一

家

康

公

へ

も

御

和

睦

の

事

ハ

信

雄

卿

を

以

御

申

に

付

、

其

意

に

応

ら

れ

家

康

公

の

御

次

男

の

若

君

後
ニ
三
河
守

結
城
中
納
言

を

秀

吉

公

の

為

御

養

子

上

洛

有

、

御

供

に

は

石

川

勝

千

代

石
川
伯
耆
守
ヵ

二

男

ナ

リ

本

多

千 （
仙
）

千

代

本
多
作
左
衛
門
子

後

号

飛

騨

守

参

候

、
若

君

則

羽

柴

氏

を

御

名

乗

羽

柴

三

河

守

秀

康

と

申

な

り

一

十

二

月

廿

五

日

、

越

中

国

佐

々

内

蔵

助

、

浜

松

へ

参

、

家

康

公

へ

奉

頼

は

秀

吉

、

内

蔵

助

を

討

ん

と

被

致

、

可

防

方

便

無

御

座

候

間

、

加

勢
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を

以

我

を

御

救

被

下

候

様

に

と

の

事

也

、
そ

れ

ゆ

へ

彼

国

へ

人

を

被

遣

見

せ

ら

る

ゝ

に

、
信

州

飛

脚
（
騨
ヵ
）

の

嶮

難

な

る

道

に

寒

天

の

比

中

々

秀

吉

人

数

を

可

被

出

様

な

き

よ

し

申

上

候

ゆ

へ

、
御

助

勢

を

不

被

出

な

り

御

先

祖

記

二

巻

終


